
写
真
の
こ
と
ば

写
真
の
こ
と
ば

写
真
の
こ
と
ば

写
真
の
こ
と
ば

今

月

の

内

容

今

月

の

内

容

今

月

の

内

容

今

月

の

内

容

一年に一度、稲荷山古墳から、オワケノ臣が目
覚めます。５月４日、さきたま古墳公園では、さ
きたま火祭りが開催されました。
稲荷山古墳から、たいまつ行列を引き連れ、甲

かっ

冑
ちゅう

を身に付けたオワケノ臣が降りてくると祭りは
最高潮に達します。会場いっぱいに集まった人た
ちにオワケノ臣がメッセージを伝え、祭りはフィ
ナーレを迎えました。

みんなが暮らしやすい社会を目指して

６月２３日から２９日は男女共同参画週間です……………２～３

人権尊重社会を目指して……………４

保健案内……………１２～１３

写真館……………１６～１７

広場……………１８～１９

催し・募集……………２０～２３

歴史系譜・キラリ元気……………２４
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私
た
ち
の
社
会
は
男
性
と
女
性
で
成
り
立
っ

て
お
り
、
男
女
は
い
つ
の
時
代
も
そ
れ
ぞ
れ
の

形
で
助
け
合
い
、
支
え
合
っ
て
き
ま
し
た
。
今
、

少
子
高
齢
化
・
社
会
の
成
熟
化
に
象
徴
さ
れ
る

社
会
環
境
の
変
化
や
生
活
様
式
の
多
様
化
に
伴

い
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
は
大
き
く
変
わ
っ
て

い
ま
す
。

一
方
、
社
会
の
中
に
は
性
別
に
よ
る
固
定
的

な
役
割
分
担
意
識
や
そ
の
意
識
に
基
づ
く
慣
習

な
ど
が
根
強
く
残
さ
れ
て
お
り
、
男
女
平
等
の

視
点
か
ら
問
題
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、
現
代
に
ふ

さ
わ
し
い
男
女
の
あ
り
方
に
つ
い
て
市
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
考
え
、
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
男
女
が
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
責
任

も
分
か
ち
合
い
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ

の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、（
仮
称
）
行
田
市
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
の
制
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

条
例
は
、
今
年
２
月
に
行
田
市
男
女
共
同
参

画
推
進
協
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
提
言
を
踏
ま

え
た
も
の
で
、
今
年
８
月
に
発
行
予
定
の
男
女

共
同
参
画
情
報
誌
「
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
」
お
よ
び
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
素
案
を
掲
載
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
き

し
た
上
で
、
今
年
度
中
に

制
定
す
る
予
定
で
す
。

（
仮
称
）
行
田
市
男
女
共
同

参
画
推
進
条
例
の
制
定

（
仮
称
）
女
性
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
市
の
協
働
に
よ
り
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
と
女
性
が
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
を
図
る
こ
と
に
加
え
、
広
範
な
視
点
か
ら
子

育
て
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
す
。

施
設
は
、
平
成
17
年
３
月
に
（
仮
称
）
女
性

セ
ン
タ
ー
開
設
検
討
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た

提
言
を
踏
ま
え
た
も
の
で
、
学
習
、
交
流
、
相

談
、
情
報
の
収
集
・
提
供
機
能
の
ほ
か
、
プ
レ

イ
ル
ー
ム
と
調
理
室
を
備
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
設
計
に
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

を
取
り
入
れ
、
性
別
や
年
齢
の
違
い
に
か
か
わ

ら
ず
幅
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
工
夫
し
て
お
り
、
工
事
は
今
年
度

中
に
着
工
並
び
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

完
成
後
は
、
相
談
の
受
け
付
け
や
講
演
会
、

学
習
会
な
ど
を
実
施
す
る
ほ
か
、
調
理
室
や
プ

レ
イ
ル
ー
ム
、
映
像
情
報
（
ビ
デ
オ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

な
ど
を
活
用
し
、
楽
し
み
な
が
ら
交
流
し
学
ぶ

こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り

男
女
共
同
参
画
の
大
切
さ
や
身
近
さ
を
実
感
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
多
様
な
事
業
を
企
画
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
男
女
共
同
参
画
は
身
近
な
も
の
と
い

う
視
点
か
ら
、
絵
、
写
真
、
短
歌
、
俳
句
、
川

柳
な
ど
に
表
現
さ
れ
た
「
思
い
」
を
募
集
・
展

示
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
ふ
れ
合
い
の
輪

（
仮
称
）
女
性
セ
ン
タ
ー
の
建
設

男
女
共
同
参
画
週
間
は
、
男
性
も
女
性
も
み
ん
な
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会

を
目
指
し
て
平
成
11
年
６
月
に
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
公
布
・
施
行

さ
れ
た
こ
と
に
伴
っ
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

家
事
や
子
育
て
、
家
族
で
分
担
し
て
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
か
。
男
女
共
同

参
画
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
身
近
な
問
題
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
家
庭
や

地
域
、
職
場
な
ど
で
日
常
生
活
に
お
け
る
男
女
の
役
割
分
担
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、
着
実
に
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。



を
広
げ
、
誰
も
が
親
し
み
や
す
く
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
交
流
の
場
と
し
、
こ
こ
ろ
豊
か
な
ま
ち

づ
く
り
の
拠
点
と
す
る
考
え
で
す
。

○
建
設
場
所

佐
間
３
丁
目
３
１
６
６
│
１
外

地
内
（
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
敷

地
内
）

○
構
　
　
造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
て
　

○
床
面
積

１
階
５
３
０
・
９
７
�

２
階
３
７
６
・
０
７
�

合
計
９
０
７
・
０
４
�

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
男
女
に
と
っ
て
、
女
性

の
問
題
は
男
性
の
問
題
で
も
あ
り
、
男
女
共
同

参
画
社
会
を
実
現
す
る
に
は
、
男
女
が
互
い
を

理
解
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
そ
し
て
、
日

常
生
活
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
見
直
し
や
気
付
き

が
お
互
い
の
理
解
に
つ
な
が
り
ま
す
。

市
で
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
講
演
会
な
ど
、
男

女
共
同
参
画
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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ご
参
加
く
だ
さ
い

男
女
共
同
参
画
の
イ
ベ
ン
ト

▼
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
担
当
　

（
内
線
３
１
２
）

男女共同参画講演会

※入場無料

※小さなお子さんがいるので、なかなか講演会へ行くことができないというお母さん、安心して講演会に参加

していただける「ひととき保育（２歳以上の未就学児の保育・無料）」があります。希望される方は事前に

お申し込みください。

※須加公民館のひととき保育を希望される方は、６月２１日（水）までに企画政策課へお申し込みください。

（当日の申し込みは不可）

申し込み・問い合わせ 企画政策課男女共同参画担当（内線３１２）

日　　時

７月１日（土）
午後１時３０分～

会　　場

須加公民館

講　　師

上野いく子さん
（株）ユック舎代表取締役

テ　ー　マ

みんなの元気はまちの元気
ー男女共同参画社会の実現に向けてー

９月９日（土）
午後１時３０分～

佐間公民館
加藤道子さん
弁護士

パワーのでる法律知識あれこれ
ー女性の生活をめぐる法律ー

１０月１１日（水）
午前１０時～

星宮公民館
和田順子さん

フェミニストセラピィ“なかま”
こころ健やかに

１１月４日（土）
午後１時３０分～

忍・行田公民館
石崎節子さん

国際女性の地位協会理事
パートナーとの関係って？

１２月９日（土）
午後１時３０分～

南河原公民館
原田壽子さん
立正大学教授

豊かな人生をおくるために
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刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
し
て

は
、
ま
だ
ま
だ
根
強
い
偏
見
や
差
別
意

識
が
あ
り
ま
す
。
就
職
や
入
居
に
関
し

て
の
差
別
、
悪
意
の
あ
る
噂
や
地
域
社

会
な
ど
か
ら
の
拒
否
的
な
感
情
な
ど
、

本
人
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
更
生

意
欲
が
そ
が
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
、
社
会
復
帰
を
目
指
す
人
た
ち
に
と

っ
て
現
実
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

家
族
や
親
族
に
関
し
て
も
、
地
域
社
会

や
職
場
、
学
校
な
ど
で
差
別
的
な
扱
い

を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
が
、
真
の

社
会
復
帰
を
実
現
し
、
社
会
の
一
員
と

し
て
円
滑
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
本
人
の
強

い
更
生
意
欲
と
と
も
に
、
家
族
、
職
場
、

地
域
社
会
な
ど
周
囲
の
人
々
の
理
解
と

協
力
が
必
要
で
す
。
刑
を
終
え
て
出
所

し
た
人
の
人
権
に
配
慮
し
、
同
じ
社
会

の
一
員
と
し
て
温
か
く
迎
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

人
権
推
進
課
（
内
線

２
２
１
）

行田蓮の開花時期に合わせ、JR行田駅前から古代蓮の

里までシャトルバスを運行します。

期間 ６月１７日（土）～８月１３日（日）の土・日曜

日と７月１７日（月・海の日）の１９日間　 コース

JR行田駅前～古代蓮の里（古代蓮の里発については、埼

玉古墳公園前および水城公園前に停車） 運行時間

○JR行田駅前発 午前７時１０分、８時１５分、８時４５

分、９時１５分、９時４５分、１０時１５分、１０時４５分、

１１時１５分、１１時４５分、午後０時１５分、１時４５分

（所要時間約２０分）○古代蓮の里発 午前７時５０分、

８時４５分、９時１５分、９時４５分、１０時１５分、１０

時４５分、１１時１５分、１１時４５分、午後１時１５分、

２時１５分（所要時間　古代蓮の里～埼玉古墳公園前約

５分・埼玉古墳公園前～水城公園前約５分・水城公園前

～JR行田駅前約１０分） 料金 大人（高校生以上）

２００円、小人（小・中学生）１００円　 問い合わせ

行田市観光協会（商工観光課内・内線３８２）

行田蓮の開花時期に
シャトルバスを運行

古代蓮の里では、蓮の開花時期に限定し、

駐車場が有料になります。

市民の皆さんは、市民無料駐車券を提示す

ることにより、駐車場を無料でご利用できま

す。駐車券を携帯していない場合は有料とな

りますので、ご注意ください。

①有料期間　６月１７日（土）～８月１３日（日）

②有料時間　午前５時～午後３時

③駐車料金

普通・小型・軽自動車１台あたり５００円

乗合型自動車１台あたり１,５００円

＊障害者手帳をお持ちの方、自転車、自動

二輪車でのご利用の方は無料となります。

問い合わせ まちづくり推進課公園係（内

線３５３・３５４）

古代蓮の里駐車場の
有料期間が始まります
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４月１８日、首相官邸で地域再生計画認定書授与式が行われ、小泉

総理大臣から横田市長へ「水と緑のふるさとぎょうだ再生計画」の

認定書が手渡されました。

これは、自然・生活環境の改善や環境保全活動など、本市の創意

工夫を凝らした計画が、地域再生法（平成１７年４月１日施行）に基

づく地域再生計画として認められたものです。

「水と緑のふるさとぎょうだ再生計画」とは
平成１８年度から平成２２年度の５年を計画期間とし、河川水質の

改善を図るため、汚水処理施設整備交付金を活用して、公共下水道

の整備および浄化槽の設置を進め、地域の実情に応じて効果的な自

然・生活環境の改善を図ります。

また、本市の資源である豊かな水と緑を

将来に残すため、市民の皆さんや事業者の

皆さんとの協働により、エコネットワーク

設置事業をはじめ、小・中学校での環境教

育、浮島ビオトープ設置事業やホタルの育

成事業など、さまざまな環境保全・育成活

動にも積極的に取り組むことで地域の活性

化を図ります。

問い合わせ 企画政策課企画担当（内線

３０９）

国
土
交
通
省
が
全
国
の
市
町
村
に
お
い
て
実
施

し
て
い
る
「
都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
」
に
伴
い
、

市
内
で
人
口
が
集
中
し
て
い
る
地
区
の
一
部
で
現

地
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
道
路
や
水
路
な
ど
で
囲
ま
れ
た

区
域
（
街
区
）
の
基
準
点
の
設
置
や
街
区
の
角
に

当
た
る
点
（
街
区
点
）
を
測
定
し
、
公
共
事
業
の

円
滑
化
お
よ
び
土
地
取
引
の
基
盤
づ
く
り
を
進
め

る
も
の
で
す
。

現
地
調
査
の
作
業
員
は
、
腕
章
を
し
て
身
分
証

明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
本
調
査
は
道
路
や
隣
接
地
と
の
境
界
を

確
定
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
作
業
員
が
敷
地

内
へ
立
ち
入
る
こ
と
や
土
地
所
有
者
の
立
ち
会
い

を
お
願
い
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
期
間

６
月
〜
平
成
19
年
３
月
　
▼
作
業
内
容

街
区
基
準
点
測
量
お
よ
び
街
区
点
測
量
　
▼
問
い

合
わ
せ

〇
基
準
点
測
量
に
関
す
る
こ
と
…
国
土

地
理
院
関
東
地
方
測
量
部
�
０
３
│
５
２
１
３
│

２
０
５
１

〇
街
区
点
測
量
に
関
す
る
こ
と
…
都
市
再
生
機
構

東
日
本
支
社
�
０
３
│
５
３
２
３
│
２
３
９
３

〇
行
田
市
窓
口
…
企
画
政
策
課
企
画
担
当
（
内
線

３
０
９
）

「
都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
」
に

伴
う
現
地
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す

小泉首相から横田市長へ認定書が手渡されました 小泉首相から横田市長へ認定書が手渡されました 
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６月中旬、税務課より平成１８年度「市民税・県民税」の納税通知書（普通徴収の方）を発送します。

（特別徴収の方は、勤務先を通して「平成１８年度特別徴収税額の通知書」が本人あてに届きます）

平成１８年度市民税・県民税は、平成１７年中の所得を基に決定されますが、税制改正が行われたため、

昨年度は非課税だった方が課税になるなど、多くの方の税額が増える状況になっています。

そこで、税制改正の主な内容について説明します。

６５歳以上で合計所得金額が１,０００万円以下の方について、合計所得金額から４８万円を控除する

「老年者控除」が平成１８年度から廃止されました。

老年者控除の見直し

６５歳以上の方で合計所得金額が１２５万円以下の方に対する老年者非課税措置が廃止されました。な

お、平成１７年１月１日現在６５歳以上で合計所得金額が１２５万円以下の方については、平成１８年度

から３年間で段階的に廃止されます。（表１）

※６５歳以上の方でも、寡婦、寡夫、障害者に該

当される方は、合計所得金額が１２５万円以下であれ

ば今までどおり非課税となります。また、一般の非

課税要件も今までどおり適用されます。

老年者非課税措置の見直し

公的年金等に係る所得計算方法の改正

これまで所得割の１５％（４万円を限度）が減税されていましたが、平成１８年度は所得割の７.５％

（２万円を限度）に半減されます。なお、来年度は定率減税はなくなります。

定率減税の見直し

均等割の納税義務を負う夫と生計が同一の妻に一定の所得がある場合、妻の均等割について、平成１７

年度は半額の ２,０００円でしたが、平成１８年度からは全額の４,０００円となります。

以上が改正の主な内容です。全体的に税額が増加する内容になっていますが、税負担の公平という観

点からなされた改正であり、ご理解いただきますようお願いします。

問い合わせ　税務課市民税係（内線 ２３１・２３２）

妻の均等割課税措置の見直し

６５歳以上の方の公的年金等に係る所得の計算方法が改正されました。（表２）

６５歳未満の方は変更ありません。

なお、この改正により、昨年度は被扶養者の要件である所得３８万円以下に該当した方が、今年度は

該当しなくなる場合があります。
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行田市を代表する歴史スポットであるさきたま古墳

群と忍城、この２つをどう結びつけていくのかが、世

界遺産登録運動と歴史と文化のまちづくりには大切で

す。この２つの歴史スポットをつなぐ「文化ゾーン」

を歩いて、沿線の歴史・文化を一緒に探ってみません

か。

日時 ６月２４日（土）【午前の部】午前９時　郷土

博物館集合【午後の部】午後１時　県立さきたま史跡

の博物館集合　 行程【午前の部】郷土博物館―遍照

院―行田市史料館―一里塚―さきたま古墳群【午後の

部】県立さきたま史跡の博物館―妙音寺―天神社―水

城公園―清善寺―郷土博物館　 歩行時間 各約３時

間　 費用 １００円（保険料） 定員 各３０人

（午前・午後通しての参加も可） 主催 行田市教育

委員会　 共催 行田市郷土博物館、埼玉県立さきた

ま史跡の博物館　 申し込み・問い合わせ 文化財保

護課　５５３―３５８１

第３回世界遺産勉強会
さきたま古墳群から忍城へ

～文化ゾーン沿線の歴史・文化を歩いてたどる～

市役所では、職員の服装をノーネクタイにするなど夏の

軽装化を実施します。これは、勤務能率の向上を図るとと

もに冷房温度を引き上げることによる省エネルギーを目的

に実施するものです。

皆さんのご理解をお願いいたします。

実施期間 ６月～９月

問い合わせ 人事課（内線２０９）

夏の軽装化を実施します

こ
の
ほ
ど
、
春
の
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表

さ
れ
、
行
田
市
か
ら
は
金
子
弘
氏
、
岸
田
章

氏
が
瑞
宝
双
光
章
に
、
危
険
業
務
従
事
者
叙

勲
受
章
者
と
し
て
明
戸
常
夫
氏
、
黒
澤
清
治

氏
、
齋
藤
文
雄
氏
、
林
价
孝
氏
が
瑞
宝
単
光

章
に
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、
褒
章
受
章
者
も
発
表
さ
れ
、
齋
藤

三
郎
氏
が
黄
綬
褒
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

市では、敬老事業の一環として今年１２月３１日までに

結婚５０周年を迎えるご夫婦や、既に結婚５０年を経過し

たご夫婦に、お祝いの記念品を贈呈します。

該当されるご夫婦は、６月２３日（金）までに高齢者福

祉課８番窓口へお申し込みください。

なお、昨年までに受領されている方は除かれます。（旧

南河原村分も含む）

該当するご夫婦 昭和３１年１２月３１日以前に結婚され

た方

問い合わせ 高齢者福祉課高齢福祉担当（内線２２３）

金婚夫婦へ記念品を贈呈

瑞宝双光章
金子　弘氏
（72歳・長野）

黄綬褒章
齋藤三郎
（73歳・小針）

瑞宝単光章
齋藤文雄氏
（67歳・若小玉）

瑞宝単光章
明戸常夫氏
（75歳・矢場）

瑞宝単光章
林价孝氏

（78歳・富士見町）

瑞宝単光章
黒澤清治氏
（78歳・持田）

瑞宝双光章
岸田　章氏
（78歳・行田）
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認可外保育施設とは乳児または幼児を保育するこ
とを目的とする施設であり、児童福祉法に基づく認
可を受けていない施設を総称したものです。保育を
行う上では、職員配置基準、保育室の構造設備など
についての指導監督基準が示されています。
利用できる家庭の制限はなく、利用料も施設と利

用者の契約によって決められます。

児童福祉法の改正により、平成１４年１０月１日から、認可外保育施設を設置した場合は所轄庁（行田市）への
届出が義務化されています。届出対象施設は市による指導監督の対象であることに加え、以下のことが法律によ
り義務づけられています。
・設置届出　・変更届出　・毎年の定期報告　・利用者への説明　・保育内容などの掲示および利用者への書面
交付
○届出対象外施設 以下の施設は届出の対象外とされていますが、これらの施設についても市の指導監督の対象
であることに変わりありません。開設にあたっては市へご連絡をいただくとともに、毎年の定期報告、利用者へ
の説明、保育内容などの掲示および利用者への書面交付をお願いすることとなります。
①1日に保育する乳幼児が５人以下の施設　②事業所内保育施設　③店舗などにおいて商品の販売または役務の
提供を行う間に限り、その顧客の乳幼児を保育するために設置する施設　④親族間の預かり合い（設置者の四親
等内の親族を対象） ⑤半年を限度として臨時に設置される施設　 問い合わせ 子育て支援課（内線２６３）

対象 児童扶養手当および特別児童扶養手当を受給している方
内容 手当の額は、物価の変動に応じて改定されますが、消費者物
価指数の下落により、平成１８年４月から月額が下記のとおり改定さ
れました。（８月支給分から改定後の額となります）

≪児童扶養手当≫ ・児童が１人の場合 

≪特別児童扶養手当≫ 

・児童が２人の場合　１人の場合の金額に５,０００円加算 
・児童が３人以上の場合　２人の場合の額に１人につき３,０００円加算 

全部支給 
一部支給 

４１,７２０円 
４１,７１０円～９,８５０円 

４１,８８０円 
４１,８７０円～９,８８０円 

区　　分 改 定 後 改 定 前 

１級 
２級 

５０,７５０円 
３３,８００円 

５０,９００円 
３３,９００円 

障害等級 改 定 後 改 定 前 

　問い合わせ　子育て支援課（内線２６２） 

認 可 外 保 育 施 設

認可外保育施設の設置には、届出が必要です

親子で楽しく遊んだり、保護者同士の交流の場として開
放しています。また、子育てに関する相談も行っています。

実施施設 和光保育園 太井保育園 太田保育園 

　問い合わせ　各施設または子育て支援課（内線２６３） 

実 施 日  

時 間  

場 所  

対 象  

電話番号 

月・水・金曜日 

午前９時３０分～１１時３０分 

佐間３－２０－３ 

就園前の親子 

５５３－６３３３ 

火・木曜日 

午前１０時～正午・午後１時～４時 

棚田町１－５８－１０ 

０歳～就学前の親子 

５５６－５３４０ 

月～金曜日 

午前９時３０分～正午 

藤間５１０－３ 

０～３歳の親子 

５５９－３６４４ 

児童扶養手当と特別児童扶養手当の手当額が改定されます

親子で気軽に遊びに行ってみませんか 地域子育て支援センター

柳
坪
自
治
会
（
紺
野
勝
明
会
長
）

で
は
、
（財）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実

施
し
て
い
る
「
平
成
17
年
度
宝
く
じ

助
成
」
を
受
け
て
子
供
広
場
を
整
備

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が
地
域
住

民
の
自
主
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
促
進
と
自
治
意
識
を
盛
り
上
げ
る

こ
と
を
目
的
に
助
成
を
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

こ
の
広
場
の
整
備
に
よ
り
、
子
供

た
ち
を
路
上
遊
び
に
よ
る
交
通
事
故

か
ら
守
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民

の
憩
い
の
場
と
な
り
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
推
進
に
大
い
に
役
立
つ
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

生
活
課
市
民
生
活

係
（
内
線
２
５
１
）

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

〜
子
供
広
場
の
整
備
〜

整備された柳坪子供広場整備された柳坪子供広場 整備された柳坪子供広場 

施設一覧 

施 設 名 場 　 所 電話番号 

　問い合わせ　各施設または子育て支援課（内線２６３） 

たけのこ保育室 

マミーズサポートまなぴぃ 

アザレ化粧品フレッシュ（営） 

門井町２－１７－７ 

持田１０９５－３ 

壱里山町１１－９ 

５５３－０３７８ 

５５５－３１１１ 

５５６－７０３０ 
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次の支給対象者の条件を満たしている方が平

成１７年１２月３１日までに（○老人医療費受給

者に該当した期間に限る）県内の医療機関で受

診した際、○老人医療費受給者証を提示しなか

った場合や、県外の医療機関で受診した場合は、

一部負担金から老人保健法の一部負担金相当額

を控除した額を助成します。まだ申請していな

い方はお早めに申請してください。

○支給対象者 ①昭和９年１月２日から昭和１０

年１２月３１日の間に生まれた方　②行田市に住

所を有している方　③医療保険に加入している

方　④本人または配偶者の市民税所得割課税標

準額が４７万円を超えない方　⑤老人保健法によ

る医療受給者でない方

○持参するもの ①領収書（レシート不可）

②印鑑　③通帳　④健康保険証
問い合わせ 保険年金課医療担当（内線２２７）

このたび事業計画の変更をしましたので、次の
とおり縦覧を行います。
都市計画の種類および名称 行田都市計画下水

道事業行田公共下水道　 変更内容 財政計画の
変更　 事業施行期間 昭和２５年１１月６日～平
成２０年３月３１日　 縦覧期間 平成１８年６月
１日～平成２０年３月３１日（土･日･祝日の縦覧は
行いません） 縦覧場所 下水道課（前谷水道
庁舎内） 問い合わせ 下水道課工務係�５６
４－０３０３

医療費の申請を忘れていませんか

５
月
16
日
、
（財）
忍
郷
友
会
か
ら
小
学
校
へ
の

図
書
の
寄
贈
が
教
育
委
員
会
教
育
長
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

同
会
は
子
供
た
ち
の
人
格
形
成
に
役
立
つ
読
書

環
境
の
整
備
を
目
的
に
継
続
し
た
支
援
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
学
校
図
書
の
寄
贈
は
、
同
会

の
創
設
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
記
念
事
業
の
一
環

で
あ
る
「
五
カ
年
継
続
学
校
図
書
館
蔵
書
充
実
支

援
活
動
」
に
よ
る
も
の
で
、
今
年
で
４
年
連
続
の

寄
贈
と
な
り
ま
す
。

今
回
、
寄
贈
を
受
け
た
の
は
西
、
荒
木
、
須
加
、

南
河
原
の
４
小
学
校
。
当
日
は
同
会
の
松
平
忠
昌

会
長
か
ら
各
学
校
の
校
長
へ
直
接
寄
贈
目
録
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

活
字
を
と
お
し
て
心
の
教
育
を

小
学
校
へ
学
校
図
書
を
寄
贈

「美しい日本」をめざそう
―私たちの心を荒廃させる不法投棄は許さない―
平成１８年６月
全国の市が環境立市の志を掲げ、美しい日本を目

指して地域から行動していく第一歩として、６月の
環境月間中の一週間（６月５日～１１日）を「全国
ごみ不法投棄監視ウィーク」として設定いたしました。
ごみの不法投棄は、わたしたちのまちの環境を荒

廃させるだけでなく、わたしたちの心も荒廃させて
しまいます。
市民のみなさん一丸となってごみの不法投棄問題

に取り組んでいきましょう。
問い合わせ 環境課�５５６－９５３０

行田都市計画下水道事業の
事業計画の変更を縦覧します

全国ごみ不法投棄監視ウィーク

休業中だった市指定保養宿泊施設の国民宿舎レイ
クサイド美鈴（所在地　長野県松本市、�０２６３－
４６－１７２７）と協定を解除したことから利用できま
せんので、お知らせします。
問い合わせ 生活課市民生活係（内線２５２）

市民保養宿泊施設のお知らせ

児童センター世代間交流事業

老

松平会長松平会長（右から3人目）から各校各校の校長校長へ 
図書図書目録が手渡手渡されました 

松平会長（右から3人目）から各校の校長へ 
図書目録が手渡されました 

日　時 

場　所 

対　象 

定　員 

参加費 

その他 

申し込み・ 
問い合わせ 

内　容 七夕飾り 

７月２日（日） 
午前１０時～１１時３０分 

コミュニティセンター 
みずしろ大広間 

親子と高齢者 

２０人（先着順） 

無　料 

材料はセンター 
で用意 

６月１５日（木）から６月３０日（金）に児童センターへ 
　５５４－５７０６ 

７００円程度（材料費） 

粘土板・手ふき 
・絵具セット持参 

７月２２日（土）制作 
８月２６日（土）色塗り 
午後２時～３時３０分 

コミュニティセンター 
みずしろ２０３号室 

貯金箱の制作 

老

老



10

講習時間

午前：午前９時～正午　　午後：午後１時３０分～４時３０分　

夜間：午後７時～９時　　１日：午前９時～午後４時

定　　員 各コース２０人

受 講 費 テキスト代相当

申し込み方法 窓口受け付けは、６月２４日（土）午前１０時か

ら教育文化センター「みらい」文化ホールで行います。受講申し

込みは先着順とし各コース定員になり次第締め切ります。電話に

よる申し込みは、窓口で定員に満たなかった場合に限り、午前１１

時から受け付けいたします。なお、本人が来られない場合は代理

での申し込みも可能です。

申し込み・問い合わせ 中央公民館　�５５６ー２６４９

パソコン講習会受講生募集

コース 日　　　　程 講習時間

① ７月１１日（火）・１２日（水）・１３日（木）・１４日（金） 午　後

② １０月１７日（火）・１８日（水）・１９日（木）・２０日（金） 午　前

【初めてのパソコン】（対象：全くの未経験の方）

コース 日　　　　程 講習時間

③ ８月１日（火）・２日（水）・３日（木）・４日（金） 午　前

④ ９月５日（火）・６日（水）・７日（木）・８日（金） 午　後

⑤ １０月１４日（土）・１５日（日） １　日

【ワード中級】（対象：文字入力ができる方）

コース 日　　　　程 講習時間

⑨ ７月２２日（土） １　日

⑩ ８月８日（火） １　日

【親子でパソコン（初級）】

コース 日　　　　程 講習時間

⑪ ７月２５日（火）・２６日（水）・２７日（木）・２８日（金） 午　前

【インターネット初級】

コース 日　　　　程 講習時間

⑫ ９月２６日（火）・２７日（水）・２８日（木）・２９日（金） 午　前

【デジタルカメラ初級】（カメラは各自持参していただきます）

コース 日　　　　程 講習時間

⑬ １０月３日（火）・４日（水）・５日（木）・６日（金） 午　後

【ホームページビルダー入門】（対象：文字入力ができる方）

コース 日　　　　程 講習時間

⑥ ８月２２日（火）・２３日（水）・２４日（木）・２５日（金） 午　前

⑦ ９月１２日（火）・１３日（水）・１４日（木）・１５日（金） 午　後

⑧
１０月２４日（火）・２６日（木）・３１日（火）
１１月２日（木）・７日（火）・９日（木）

夜　間

【エクセル中級】（対象：文字入力ができる方）

行田市商業振興対策委員会の委員を
募集します

市では、商業の振興に寄与するため、行田市商業振興対

策委員会を設置しています。

この委員会は、商業振興に関する事項について市長の諮

問に応じて答申し、または提案するための機関です。

このたび、幅広く皆さんの意見を反映させるため、市民

の方々から委員会の委員を募集します。

応募資格 満２０歳以上の市内在住・在勤・在学者で平

日昼間年２回程度行う会議に出席できる方。ただし、次に

掲げる方は除きます。（１）応募日現在、すでに本市の審

議委員になられている方（２）市職員および市議会議員

募集人員 ２人　 任期 ７月から２年間　 応募方法

住所、氏名、年齢、性別、職業、電話番号、勤務場所（ま

たは学校名）、商業振興に関するレポート（４００～８００

字程度）を記入した書類（自由形式）を下記まで直接、ま

たは郵送により提出してください。 申し込み 〒３６１

―８６０１　行田市本丸２―５行田市役所商工観光課振興

係あて　 締め切り ７月１０日（月）必着　 選考方法

レポートを参考に選考し、結果は全員に通知します。 問

い合せ 商工観光課振興係（内線３８４）

受験資格 昭和６１年４月２日～平成元年４月１日生まれの

方　 試験の程度 高等学校卒業程度　 申込書請求先 ①最

寄りの税務署（総務課）②関東信越国税局人事第二課試験係

�０４８―６００―３１１１（内線２０９５または２０９７）③人事

院関東事務局 �０４８―７４０―２００６～８　 受付期間 ６

月２０日（火）～２７日（火）（土・日曜日は除く） 試験日

【第一次試験】９月３日（日）【第二次試験】１０月１２日（木）

～１９日（木）のうち指定する１日　 合格発表 【第一次試験】

１０月５日（木）【第二次試験】１１月９日（木） 申込書提出

先 〒３３０―９７１２埼玉県さいたま市中央区新都心１番地１

さいたま新都心合同庁舎１号館 �０４８―７４０―２００６～８

問い合わせ 関東信越国税局人事第二課試験係 �０４８―６

００―３１１１（内線２０９５または２０９７）

税 務 職 員（ 種）募集

平成１８年度自衛官募集

募集項目

防衛大学校学生

受　付　

９月８日～９月２９日

試　験

１１月１１日・１２日

防衛医科大学校学生 ９月８日～９月２９日 １１月 ４日・５日

航　空　学　生 ８月１日～９月 ８日 ９月２３日　　

看　護　学　生 ９月８日～９月２９日 １０月１５日

一般曹候補学生
８月１日～９月 ８日 ９月１６日

曹　候　補　士

２等
陸海空士

通　年　実　施 受付時に通知

女子

男子

８月１日～９月 ８日 ９月２４日・２５日

防衛庁では、次の通り採用予定者の受付および試験を行います。

※日本国籍を有し、平成１９年４月１日現在１８歳以上２７歳未
満の男女（募集項目により、受付開始日および年齢制限が異なります）

問い合わせ・願書・資料請求　自衛隊埼玉地方連絡部

熊谷募集事務所 〒３６０－００３７熊谷市筑波３－９０－１

国際ビル２階 �５２２－４８５５　ホームページ

http://www1.ttcn.ne.jp/̃kumagaya/



【
相
談
事
例
】

【
事
例
１
】（
40
代
女
性
）

自
宅
に
封
書
で
、「
民
事
訴
訟
管
理
局
」
か
ら
、「
訴
状
受

理
通
達
書
」
が
届
い
た
。
内
容
は
、
未
納
料
金
に
対
し
て
指

定
裁
判
所
に
民
事
訴
訟
を
目
的
と
し
た
訴
状
が
提
出
さ
れ
、

裁
判
所
が
受
理
し
た
の
で
、
取
り
下
げ
る
の
で
あ
れ
ば
、
当

局
が
相
談
に
応
じ
る
の
で
連
絡
す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
。
身

に
覚
え
が
な
い
が
、
放
置
す
る
と
裁
判
所
に
よ
る
強
制
執
行

が
あ
る
と
い
う
の
で
、
不
安
だ
。

【
事
例
２
】（
30
代
男
性
）

自
宅
に
は
が
き
で
、「
法
務
局
共
同
管
理
セ
ン
タ
ー
」

か
ら
、「
民
法
指
定
消
費
料
金
未
納
分
訴
訟
最
終
通
知
書
」

が
届
い
た
。「
万
一
、
身
に
覚
え
が
な
い
場
合
は
、
連
絡
を
」

と
あ
っ
た
の
で
、
公
的
機
関
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
電
話
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、
身
に
覚
え
の
な
い
支
払
い

を
請
求
さ
れ
た
。

【
お
答
え
し
ま
す
】

最
近
、
実
在
す
る
公
的
機
関
に
よ
く
似
た
名
称
を
使
用
し

て
、
公
的
機
関
な
ど
に
よ
る
通
知
と
勘
違
い
さ
せ
る
文
書
が

届
く
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。「
訴
訟
」「
法
務
局
」
と
い

う
言
葉
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
法
務
局
と
は
全
く
関
係
な

く
、
ま
た
公
的
な
機
関
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

文
書
に
は
、
具
体
的
な
金
額
や
何
に
対
す
る
料
金
か
と
い

う
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、
身
に
覚
え
の
な

い
支
払
い
で
あ
れ
ば
放
置
し
て
お
け
ば
い
い
と
い
え
ま
す
。

裁
判
関
係
を
に
お
わ
せ
る
書
類
は
一
般
の
消
費
者
に
と
っ
て

な
じ
み
が
な
い
た
め
、
送
付
さ
れ
た
書
類
の
真
偽
を
即
座
に

判
別
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
不
安
に
感
じ
る
消
費
者
が
多
い

と
思
い
ま
す
。

事
例
２
は
、「
身
に
覚
え
が
な
い
場
合
、
連
絡
を
」
と
あ
る

た
め
、
律
義
に
、
記
載
さ
れ
て
い
る
電
話
番
号
に
電
話
す
る

と
、
料
金
を
請
求
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
す
。
連
絡
す
る
こ

と
で
、
新
た
に
、
電
話
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
を
聞
き
出
さ

れ
、
今
度
は
電
話
な
ど
の
別
の
手
段
で
請
求
し
て
く
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
身
に
覚
え
が
な
け
れ
ば
、
電
話
な
ど
で
連

絡
す
る
こ
と
は
避
け
、
無
視
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

文
書
に
、「
強
制
執
行
」「
回
収
員
が
自
宅
に
出
向
く
」「
勤

務
先
を
調
査
」
な
ど
、
不
安
を
あ
お
る
よ
う
な
脅
し
文
句
が

書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
身
に
覚
え
が
な
い
請

求
に
対
し
て
消
費
者
が
で
き
る
対
策
は
、
無
視
し
、
脅
し
文

句
に
ひ
る
ま
ず
、
支
払
わ
な
い
こ
と
で
す
。

不
安
を
持
っ
た
場
合
に
は
、
相
手
に
連
絡
す
る
前
に
、
県

や
市
町
村
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
同

じ
よ
う
な
文
面
の
手
紙
や
は
が
き
が
多
く
の
人
に
届
い
て
い

る
な
ど
の
情
報
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
得
ら
れ
ま
す
。

【
注
意
点
】

た
だ
し
、
差
出
人
が
「
裁
判
所
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
封

書
の
場
合
で
、「
裁
判
所
か
ら
の
支
払
督
促
」
や
「
少
額
訴
訟

の
呼
出
状
」
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
書
類
の
真
偽
は
難
し
い

の
で
、
放
置
せ
ず
、
す
ぐ
に
県
や
市
町
村
の
消
費
生
活
相
談

窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部

�
０
４
８
―
７
３
４
―
０
９
９
９
ま
た
は
生
活
課
（
内
線

２
５
２
）

「
裁
判
所
が
訴
状
を
受
理
」
と
い
う
不
審
な
通
知
！

実
在
す
る
公
的
機
関
に
よ
く
似
た
名
称
を
使
用
し
て
、
支
払
督
促
や
支
払
請
求
を
す
る
手
口
が
増
え
て
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
「
架
空
・
不
当
請
求
」
で
す
。

■2006.6.1 ■行田市役所／ＴＥＬ556-1111
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相　　談 

法律（予約制） 

行政 

結婚 

 
消費生活 

内職 

人権 

税務 

水道料金の休日窓口 

水道料金の夜間窓口 

　　　　　日　　　　程 

６月２７日（火） 

６月１９日（月）、７月３日（月）　　 

７月７日（金）・１４日（金）　　 

６月１５日（木）・１９日（月）・２２日（木）・２６日（月）・２９日（木）　 
７月３日（月）・６日（木）・１０日（月）・１３日（木） 

６月１６日（金）・２０日（火）・２３日（金）・２７日（火）・３０日（金）　   
７月４日（火）・７日（金）・１１日（火）・１４日（金）　　　　 

７月１０日（月）　　 

６月２０日（火）　　　　　　 

７月２日（日）　　　　 

６月２６日（月）　 

場　　所 

 

 

市役所 

 

 

 
市役所 

市役所 

中央公民館 
（教育文化センター「みらい」内） 

水道庁舎（前谷） 

　 問い合わせ 

 

 
生活課 

（内線２５２） 

 

  商工観光課 

（内線３８３） 
 
人権推進課（内線２２１） 

関東信越税理士会行田支部 
　５５４－１４１１ 

水道業務課 
　５５３－０１３１ 

　　  時　　　　間　　　　 

午前９時～午後３時 

午後１時３０分～３時３０分 

午前９時３０分～１１時３０分　 

 
午前９時３０分～午後３時３０分 

午前１０時～午後４時 

午後１時３０分～３時３０分　 

午後１時３０分～３時３０分 

午前８時３０分～正午 

午後５時１５分～７時 

（６月１５日～７月１５日） 

くらしの 番情報
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・６５歳以上の方は個別健診（医療機関実施）になります。
日程・会場

（７月３日は１５歳以上３９歳以下の方のみを対象とした、ヤング健診
だけとなります）

受付時間 午後１時３０分～２時３０分（1時から整理番
号札を配布）

対 象 者 １５歳以上６４歳以下（平成１８年４月1日現在）
持 ち 物 受診券（はがき）、健康手帳、健康保険証
健診内容 身体計測、尿検査、血圧測定、血液検査

４０歳以上は理学的検査（心電図検査、眼底検
査は医師の指示により実施）

費　　用 ５００円（行田市国民健康保険証を提示された方は無料）

※がん検診（肺がん・大腸がん・前立腺がん）も同時に受けられます
対象者・費用 肺がん・大腸がん検診……４０歳以上　無料

前立腺がん検診……５０歳以上の男性　５００円
・受診券（はがき）は４月中に対象者へ送付しておりますが、お持ちでな
い方はご連絡ください。
・原則、受診券（はがき）の再発行はできませんので紛失にはご注意くだ
さい。

希望される方は、平成１９年２月２８日まで受診できます
ので、受診券裏面に記載されている医療機関へお申し込みく
ださい。
なお、実施医療機関に吉田記念山本クリニック（埼玉４７１９

番地�５５８－３５０７）が追加となりました。
詳細・不明な点などは保健センターにお問い合わせください。

保 健 案 内
保健センター　Tel.553－0053／Fax.555－2551

・診療科目……内科、小児科、外科　

・診療時間……午前１０時～午後５時

＊医療機関が変更されることがありますので、事前にお問い合わせください。

・行田中央総合病院 �５５３－２０００

・壮幸会行田総合病院　 �５５２－１１１１

◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき

・行田市消防署　 �５５６－３００５

・埼玉県救急医療センター　�０４８－８２４－４１９９

休日急患診療
期　　　日 医療機関名

６月１８日（日） 行田中央総合病院

２５日（日） 壮幸会行田総合病院　

期　　　日

７月 ２日（日）

９日（日）

医療機関名

壮幸会行田総合病院　

行田中央総合病院

集団基本健康診査（予約制）

歯周疾患検診
食べることは生きることの基本であり、楽しく食べるこ

とは、人生の生きがいにもなります。歯周疾患は、初期の
うちは自覚症状がないまま進行します。
早期発見と予防のため、ぜひ受診してください。

対 象 者
４０歳：昭和４０年４月２日～昭和４１年４月１日生まれ
５０歳：昭和３０年４月２日～昭和３１年４月１日生まれ
６０歳：昭和２０年４月２日～昭和２１年４月１日生まれ
７０歳：昭和１０年４月２日～昭和１１年４月１日生まれ
費　　用 ５００円（７０歳の方は無料）
申込期間 ６月１日（木）～８月中旬
検診期間 ６月１日（木）～８月３１日（木）
※歯科医院により木曜日が休診の場合があります。
保健センターに電話（�５５３－００５３）で申し込み、

市内指定歯科医院へ受診してください。

「8020よい歯のコンクール」
下記の①～③に該当する方を対象に「８０２０よい歯の

コンクール」を開催します。該当する方は保健センターま
でご連絡ください。
①平成１８年４月１日現在で８０歳以上の方
②ご自分の歯が２０本以上ある方（治療済みの方も可）
で健康な方
③今までに当コンクールで表彰されたことのない方

申し込み ６月２８日（水）まで
日時（予定） ６月２９日（木）午前９時３０分～

日　　程 会　　場

６月２７日（火） 星河公民館

７月 ３日（月）
保健センター

４日（火）

狂犬病の予防注射はお済みですか？

個別基本健康診査

生後９１日以上の犬は、生涯１回の登録をして鑑札の交
付を受けること、また、毎年１回狂犬病予防注射を受けさ
せて注射済票の交付を受けることが法律によって義務付け
られています。
狂犬病予防注射は特別に理由がない場合は、６月３０日

（金）までに受けさせることになっていますので、まだ注
射を受けさせていない方はかかりつけの獣医で早めに受け
させてください。
また、注射を受けた後は必ず保健センターに獣医が発行

した注射済証を持参し、注射済票の交付（手数料５５０円）
も受けてください。
なお、平成７年度以降に登録を受けていない場合は、別

途登録手数料３,０００円が必要です。
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・対象の方には個人通知します。

・対象者以外（平成１８年２月２８日以前に生まれて生後６月に達するま

での間の子）でまだ受けていないお子さんはこの機会に受けてください。

・生後６月に達するまでに医学的に接種が不適当であると医師が判断し

た乳児（心臓血管系、腎臓疾患、肝臓疾患、血液疾患および発育障害などの疾患

を有する者など）について、医師による医学的判断がなされ１歳に達す

るまでにＢＣＧ接種が可能な場合は保健センターまでご連絡ください。

・必ず受付時間内に会場へお越しください。遅れると受けられません。

・お子さんの日ごろの状態をよく知っている方が連れてきてください。

・体温は接種会場で測定してください。

・慢性の病気があったり、継続して治療を受けているお子さんは、かか

りつけの医師に相談してから受けるようにしましょう。

BCG予防接種
日　　程

受付時間 午後１時３０分～２時２０分
場　　所 保健センター　　
持 ち 物 母子健康手帳

６月２７日（火） 平成１８年３月１日～１５日生まれ

７月 ６日（木） 平成１８年３月１６日～３１日生まれ

期　　日 対　象　者

市
内
の
私
立
幼
稚
園
で
は
、

幼
稚
園
の
施
設
や
幼
児
教
育
機

能
を
広
く
地
域
に
開
放
し
、
地

域
に
お
け
る
幼
児
教
育
セ
ン
タ

ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
よ

う
、
次
の
子
育
て
支
援
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

【
事
業
名
】

未
就
園
児
の
保
育
事
業

園
庭
・
園
舎
の
開
放
事
業
な
ど

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
幼
稚

園
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

・
老
本
幼
稚
園

�
５
５
３
―
２
７
７
１

・
行
田
幼
稚
園

�
５
５
４
―
５
１
６
９

・
富
士
見
ヶ
丘
幼
稚
園
　

�
５
５
６
―
７
４
９
４

・
ホ
ザ
ナ
幼
稚
園

�
５
５
５
―
２
３
０
１

・
ま
つ
た
け
幼
稚
園

�
５
５
４
―
７
３
４
８

・
南
河
原
幼
稚
園

�
５
５
７
―
０
２
３
４

・
や
ご
う
幼
稚
園

�
５
５
４
―
５
７
５
２

・
や
な
ぎ
幼
稚
園

�
５
５
９
―
１
０
０
１

幼
稚
園
が
行
う

子
育
て
支
援
事
業

保健センターの各種相談と催し ＊会場は保健センター 

名　　称 対　象　者 期　　日 時　　間 内　容　な　ど 

受付午後１時～１時３０分 ４カ月児健診は月２回実施しますが、対象者には事前にどちらか 
の日程で通知します。　 

７月 ７日（金） 

７月１８日 (火） 
平成１８年２月１５日～３月１４日 
生まれの子 

７月１４日 (金） 平成１７年１月生まれの子 

７月２７日 (木） 平成１５年１２月生まれの子 

７月２１日 (金） 平成１５年１月生まれの子 

受付午後１時３０分～２時 ７月２８日（金） 事前に電話申し込みが必要です。 

受付午前９時４５分～１０時 
７月１１日（火） 

７月２５日（火） 
赤ちゃんとの遊びなどを通じた母親同士の仲間づくりの場です。 
２日間とも参加できる方。事前に電話申し込みが必要です。　 

午前９時３０分～１１時３０分 

午後１時３０分～３時３０分 ７月１０日（月） 
小学校入学前の親子 育児に関する相談を保健師、栄養士がお受けします。 

事前に電話申し込みが必要です。 

７月３１日 (月） 

７月２４日 (月） 

小学校入学前の親子 
親子で遊んだり親同士が話をする場です。身長計、体重計が 
あります。市内のサークル情報など話題も豊富です。 
　 

平成１８年２月１５日～３月１４日 
生まれの子をお持ちの方 

平成１７年１２月１５日～平成１８年２ 
月１４日生まれの子をお持ちの方 

受付午前１０時～１１時 

午前１０時～１１時 ７月１９日（水） 健康に関する相談をしたい方 健康に関する食事や日常生活についての相談をお待ちしています。 

４カ月児健診  

１歳６カ月児健診 

２歳児歯科健診 

３ 歳 児 健 診  

離 乳 食 教 室  

コ ア ラ 教 室  

乳 幼 児 相 談  

親 子 広 場  

健 康 相 談  

小学生（児童）等の予防接種
種　　類 二種混合（ジフテリア、破傷風）
対　　象 小学６年生　
接種期間 ６月～７月（市内小学校で実施）
※学校を通して通知しますが、市外の学校へ通学している
方は、保健センターまでご連絡ください。

麻しん（はしか）の予防接種はお済みですか？
今年、４月以降、近隣の茨城県と千葉県から麻しん患者

の集団発生に関する報告が相次いでいます。埼玉県内では、
麻しん患者の集団発生は認めていませんが、１歳の誕生日
を過ぎたお子さんには、なるべく早く麻しん風しん混合ワ
クチンまたは麻しんワクチンの接種を行いましょう。
また、これまでに麻しんの予

防接種を受けたことがなく、麻
しんにかかったことのない方
は、早めに医療機関で予防接種
を受けましょう。

こころの相談
なんとなく気分がすぐれない、夜ねむれない、不安や心

配事がある、ご自身の性格や人間関係に悩みがあるなどの
相談をお受けします。
小学生をはじめ、中学生、高校生やその家族の方も相談

できます。
ご希望の方は事前に電話でお申し込みください。

期　　日 ６月１５日（木）、７月６日（木）
場　　所 保健センター
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《加須市》
タイトル 水と緑、初夏の日差しに誘われて…

「浮野の里・あやめ祭り」
内　　容 ハナショウブの観賞やクヌギ並木遊歩道での自然

散策、あやめ祭り名物の「女船頭さんの田舟」に
乗船することができます。ハナショウブが咲き乱
れ、昔ながらの田園風景が残る水の郷を楽しんで
ください。

日　　時 ６月１１日（日）・１８日（日）
午前９時～午後３時（両日とも小雨決行）

場　　所 浮野の里（多門寺・北篠崎地内）
主　　催 浮野の里・葦の会
内　　容 ○ハナショウブの観察

○女船頭さんの田舟こぎ（田舟に乗船できます。）
○農産物直売
○手作りのいがまんじゅう・やきそばなどの販売
※田舟の運行と簡単な販売（農産物、みそおでん
など）は、１２日～１７日（午前９時～午後３
時）も行います（雨天中止）。

問い合わせ 加須市市民活動支援課 �０４８０－６２－１１１１
（内線３４７）

《羽生市》
タイトル 羽生夏まつり
内　　容 市内各町内による１１台のおみこしが、歩行者天

国となった会場内を所狭しと練り歩きます。また、
２台の山車による太鼓のたたき合いや、おみこし
のもみ合いなどが行われます。

日　　時 ７月８日（土）午後２時～９時
場　　所 プラザ通りとその周辺道路
問い合わせ 羽生市商工課 �５６０－３１１１

《騎西町》
タイトル あじさい祭り
内　　容 騎西城周辺から総合公園、玉敷公園までの「藤と

紫陽花のプロムナード」には約１０，０００本の紫陽
花が植栽されており、梅雨時期には見事な花が咲
きます。また、各種イベントを開催しますので、
ぜひお出かけいただき、色とりどりの紫陽花とイ
ベントをお楽しみください。
期間中はキャッスルきさいで、あじさい祭り写真
コンクール、あじさい祭り俳句コンクール、昨年

のコンクールの入選作品を展示、また、１８日
(日)（雨天の場合は２５日（日）に延期）には玉敷
公園で物産販売、農産物販売、抽選会、ステージ
発表などが開催されます。

日　　程 ６月１日（木）～３０日（金）
問い合わせ 騎西町役場 �０４８０－７３－１１１１（内線１５３）

※ 駐車場が狭いので、お車でお越しの際は乗り合
わせをお願いします。

《北川辺町》
タイトル ライスパークあぐり塾開講
内　　容 ライスパークでは、農業に視点を向けたさまざま

な活動を通して起業家を目指す方々を支援するた
め、「あぐり塾」を開講しています。農業や農産
加工の技術習得を目的に、一緒に活動する意欲あ
る仲間を募集しています。

活 動 日 平成１９年３月までの毎週土曜日(都合のつく日、
時間帯で参加してください)

場　　所 ライスパーク
応募資格 高校・大学生、一般社会人、会社退職者など
入 会 金 ３，０００円
活動内容
○農産物栽培ｺｰｽ…米・野菜・花卉

か き

・果樹の栽培、管理、販売
○食品加工ｺｰｽ…そば、うどん、団子、まんじゅう、漬物、ジャム

など地元農産物を中心とした食品加工、販売
※売上金については、講座の活動資金とします。
そ の 他 受講者には、食品衛生責任者（食品加工業、飲食店開

業に必要な資格）の資格を取得していただきます。
問い合わせ ライスパーク �０２８０－６２－４３４９

《大利根町》
タイトル 疲れた体をリフレッシュ！１００

と ね

の湯
内　　容 来場者数２万人を突破いたしました。１日平均

１１０人の方にお楽しみいただいております。近
い！安い！良質な湯！を１００の湯はご提供して
おります。もうお楽しみいただいた方もまだこ
れからという方も、ご家族、ご友人お誘い合わ
せの上、ぜひお越しください。

休 館 日 火曜日（火曜日が祝日の場合は翌日）
問い合わせ 大利根町総合福祉会館

�０４８０－７２―５０６９（平日）

�０４８０－７２－４２５７（土日祝日）

～でかけませんかとなりまち～

市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と

ご
み
の
少
量
化
を
図
る
た
め
、
不

用
に
な
っ
た
家
具
や
家
電
製
品
な

ど
、
ま
だ
使
え
る
も
の
の
仲
介
を

行
う
不
用
品
登
録
制
度
を
実
施
し

て
い
ま
す
。（
品
物
無
料
）

登
録
期
間
は
３
カ
月
で
す
。
現

在
登
録
さ
れ
て
い
る
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◎
さ
し
あ
げ
ま
す

▽
ア
ル
ミ
製
ひ
な
段
　
▽
自
転
車

用
取
り
付
け
い
す
（
前
）

◎
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

▽
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
　
▽
大
人
用

自
転
車
（
26
イ
ン
チ
）
▽
テ
レ
ビ

（
20
イ
ン
チ
〜
24
イ
ン
チ
）
▽
全
自

動
洗
濯
機
　
▽
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト

▽
テ
レ
ビ
台
　
▽
ガ
ラ
ス
テ
ー
ブ

ル
　
▽
食
器
棚
　
▽
子
供
用
二
段

ベ
ッ
ド
　
▽
応
接
セ
ッ
ト
　
▽
子

供
用
自
転
車
　
▽
Ａ
型
ま
た
は
Ｂ

型
ま
た
は
兼
用
ベ
ビ
ー
カ
ー
　
▽

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
　
▽
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
　
▽
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
ー

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
�
５
５

６
―
９
５
３
０
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５

３
―
０
７
９
２

不
用
品
情
報
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一
般
書

・
60
歳
か
ら
の
初
め
て
の
世
界
個
人
旅
行
の
コ
ツ

（
松
本
正
路
）

・
団
塊
シ
ニ
ア
だ
か
ら
成
功
す
る
！
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ビ
ジ
ネ
ス

（
田
中
尚
輝
）

・
新
幹
線
に
乗
れ
な
い
（
長
谷
川
煕
）

・
め
ざ
す
は
飛
鳥
の
千
年
瓦
（
山
本
清
一
）

・
フ
ラ
イ
パ
ン
で
自
慢
お
か
ず
（
脇
雅
世
）

・
子
ど
も
の
病
気
の
本
（
榊
原
洋
一
）

・
秀
吉
の
枷
（
加
藤
廣
）

・
百
間
先
生
月
を
踏
む
（
久
世
光
彦
）

・
も
し
も
、
私
が
あ
な
た
だ
っ
た
ら
（
白
石
一
文
）

・
ル
ー
ト
３
５
０
（
古
川
日
出
男
）

・
棟
居
刑
事
の
荒
野
の
証
明
（
森
村
誠
一
）

・
石
に
言
葉
を
教
え
る
（
柳
田
邦
男
）

児
童
書
　

・
ブ
ナ
の
森
は
宝
の
山
（
平
野
伸
明
）

・
波
の
白
馬
（
阿
部
夏
丸
）

・
不
思
議
の
穴
に
落
ち
て（
ピ
ー
タ
ー
・
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
）

・
海
か
ら
来
た
マ
リ
エ
ル
（
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ジ
ェ
イ
ク
ス
）

・
プ
ラ
ネ
ッ
ト
・
キ
ッ
ド
で
待
っ
て
て
（
ジ
ェ
イ

ン
・
レ
ズ
リ
ー
・
コ
ン
リ
ー
）

・
ね
こ
の
せ
ん
ち
ょ
う
（
マ
ド
レ
ー
ヌ
・
フ
ロ
イ
ド
）

・
あ
お
い
玉
あ
か
い
玉
し
ろ
い
玉
（
太
田
大
八
）

・
あ
め
の
も
り
の
お
く
り
も
の
（
ふ
く
ざ
わ
ゆ
み
こ
）

▼
日
時

６
月
24
日
（土）
午
前
11
時
〜
正
午

▼
場
所

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象

幼
児
　

▼
内
容

絵
本
や
手
遊
び
な
ど

▼
主
催

お
は
な
し
タ
ン
バ
リ
ン

▼
日
時

７
月
１
日
（土）
午
後
２
時
〜
３
時

▼
場
所

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど

▼
主
催

お
は
な
し
の
会

▼
日
時

７
月
５
日
・
12
日
・
19
日
の
各
水
曜
日

（
全
３
回
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所

図
書
館
　

▼
講
師

飯
野
恭
子
さ
ん
　

▼
対
象

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に
興
味
が
あ
り
、
３

日
間
参
加
で
き
る
方
　

▼
参
加
無
料

※
先
着
30
人
で
す
の
で
、
早
め
に
図

書
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼
日
時

６
月
17
日
（土）
午
後
２
時
〜

▼
場
所

図
書
館
映
像
ホ
ー
ル

▼
題
名

ご
め
ん
ね
、
ミ
ー
ち
ゃ
ん
（
12
分
）、
ギ
ザ

耳
う
さ
ぎ
（
23
分
）、
手
紙
（
18
分
）

▼
対
象

幼
児
・
小
学
生

赤
ち
ゃ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
発
達

に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
何
か
を
伝

え
よ
う
と
し
て
い
る
様
子
を
察
知
し
、
そ
れ
に
答
え

て
あ
げ
る
大
人
が
身
近
に
い
る
こ
と
で
す
。
図
書
館

で
は
、
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
図
り
心
を
育
む
た

め
の
一
つ
の
道
具
と
し
て
絵
本
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

６
月
20
日
（火）
、
７
月
７
日
（金）
午
後
１
時

30
分
開
始
（
４
カ
月
児
健
診
に
合
わ
せ
て
実
施
）

▼
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

４
カ
月
児
と
保
護
者

▼
持
参
品

母
子
健
康
手
帳

６
月
19
日
（月）
・
26
日
（月）
・
30
日
（金）
、
７
月
３
日

（月）
・
10
日
（月）

＊
休
館
中
の
図
書
の
返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ビ
デ
オ
や
Ｃ
Ｄ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
破
損

防
止
の
た
め
、
な
る
べ
く
開
館
時
間
内
に
直
接
カ
ウ

ン
タ
ー
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

宮
地
博
幸
さ
ん
（
持
田
）

あ
る
朝
突
然
、
会
社
が
買
収
さ
れ
た
事
を
新
聞

で
知
る
。
ま
さ
に
寝
耳
に
水
、
青
天
の
へ
き
れ
き

で
展
開
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
成
功
物
語
で
す
。

あ
る
き
っ
か
け
で
居
酒
屋
チ
ェ
ー
ン
『
く
ら
げ
屋
』

を
起
業
す
る
事
で
、「
人
材
」「
経
営
」「
愛
」「
人

と
の
出
会
い
や
忠
告
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
『
く

ら
げ
屋
』
を
拡
大
し
て
い
く
。
記
憶
に
新
し
い
ラ

イ
ブ
ド
ア
と
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
Ｍ
＆
Ａ
攻
防
。
村
上

フ
ァ
ン
ド
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
介
入
な
ど
企
業
の

危
機
意
識
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
新
聞
紙
上
を

に
ぎ
わ
し
て
い
る
昨
今
、
Ｍ
＆
Ａ
や
関
連
の
言
葉

が
物
語
を
通
し
て
わ
か
り
や
す
く
展
開
し
て
い
く

の
が
面
白
い
。

つ
い
最
近
の
村
上
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
阪
神
電
鉄

の
Ｔ
Ｏ
Ｂ
な
ど
、
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
用
語
集
も
あ

り
勉
強
に
な
り
ま
す
。
時
代
の
変
化
が
著
し
い
中
、

お
す
す
め
し
た
い
一
冊
で
す
。

『
人
生
ゲ
ー
ム

〜
あ
る
朝
ぼ
く
の
会
社
が
な
く
な
っ
た
』

私
の
推
せ
ん
す
る
一
冊

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

開館時間 午前９時３０分～午後７時

お
は
な
し
会

休

館

日

移
動
図
書
館
よ
し
き
り
号

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
上
級
講
座

子
ど
も
映
画
会

中
川
淳
一
郎
　
著

7
月
5
日
（水）
 

星
宮
小 

7
月
6
日
（木）
 

桜
ヶ
丘
小 

7
月
7
日
（金）
 

太
田
東
小 

7
月
12
日
（水）
 

荒
木
小 

7
月
4
日
（火）
 

7
月
13
日
（木）
 

泉
小 

6
月
28
日
（水）
 

北
小 

6
月
27
日
（火）
 

太
田
西
小 

6
月
23
日
（金）
 

埼
玉
小 

6
月
21
日
（水）
 

須
加
小 

6
月
20
日
（火）
 

北
河
原
小 

7
月
14
日
（金）
 

6
月
16
日
（金）
 

南
河
原
小 

※変更する場合があります
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５
月
４
日
、
第
21
回
さ
き
た
ま
火
祭
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
さ
き
た
ま
古
墳
公
園

で
は
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
次
々
と
行
わ
れ
、

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

日
が
暮
れ
、辺
り
が
暗
く
な
り
、古
代
の
衣
装

を
身
に
ま
と
い
た
い
ま
つ
を
持
っ
た
約
２
０
０

人
の
行
列
に
導
か
れ
な
が
ら
、
れ
ん
台
に
乗
っ

た
「
ニ
ニ
ギ
ノ
命

み
こ
と

」
と
「
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
姫
」

が
入
場
す
る
と
、
会
場
は
一
気
に
古
代
神
話
の

世
界
へ
誘
わ
れ
ま
す
。
二
人
で
産
屋
に
火
を
放

ち
、
そ
の
炎
が
会
場
中
を
照
ら
さ
ん
ば
か
り
に

な
る
と
、
祭
り
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
ま

す
。続

い
て
稲
荷
山
古
墳
と
丸
墓
山
古
墳
か
ら
降

り
て
き
た
た
い
ま
つ
行
列
が
ス
テ
ー
ジ
前
へ
集

合
。
オ
ワ
ケ
ノ
臣
の
「
エ
イ
エ
イ
オ
ー
」
の
掛

け
声
と
と
も
に
花
火
が
高
々
と
打
ち
上
げ
ら
れ

る
と
、
会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
観
客
か
ら
は
割

れ
ん
ば
か
り
の
歓
声
が
夜
空
に
響
き
わ
た
り
ま

し
た
。

写
真
館

写
真
館

合
併
を
記
念
し
て
、
特
別
メ
ニ
ュ
ー
の
給
食

が
、
４
月
20
日
、
21
日
、
24
日
の
３
日
間
に
分

け
、
市
内
の
全
て
の
小
・
中
学
校
の
子
供
た
ち

に
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
１
月
１
日
の
南
河
原
村
と
の
合
併

を
記
念
し
、
南
河
原
小
・
中
学
校
で
も
新
年
度

か
ら
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
給
食
が
開
始

さ
れ
た
こ
と
を
機
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
行

田
産
の
ほ
う
れ
ん
草
と
南
河
原
地
区
特
産
の
三

つ
葉
を
使
用
し
た
の
っ
ぺ
い
汁
な
ら
ぬ
が
っ
ぺ

い
汁
や
行
田
名
物
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
、
丸
墓
山
古

墳
を
型
ど
っ
た
世
界
遺
産
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
、

見
て
も
食
べ
て
も
行
田
を
味
わ
え
る
給
食
に
子

供
た
ち
は
大
喜
び
。
入
学
し
た
ば
か
り
の
南
河

原
小
学
校
の
１
年
生
も
「
と
っ
て
も
お
い
し
か

っ
た
」
と
残
す
こ
と
な
く
食
べ
て
い
ま
し
た
。

特
別
メ
ニ
ュ
ー
に
大
喜
び

５
月
14
日
、
古
代
蓮
の
里
で
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル

の
幼
虫
の
放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
古
代
蓮
の
里
を
自
然
と
ふ
れ
あ
い

の
場
と
し
て
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に

と
、
昨
年
か
ら
「
古
代
蓮
の
里
ホ
タ
ル
の
会
」

が
市
と
協
働
で
始
め
た
も
の
で
す
。

ホ
タ
ル
の
幼
虫
は
同
会
員
に
よ
り
大
切
に
育

て
ら
れ
、
今
回
の
放
流
で
は
昨
年
の
10
倍
に
あ

た
る
約
５
千
匹
が
放
流
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

太
田
保
育
園
の
園
児
ら
も
参
加
し
、
一
匹
で
も

多
く
の
ホ
タ
ル
が
成
長
す
る
よ
う
に
と
願
い
な

が
ら
、
紙
コ
ッ
プ
に
入
っ
た
幼
虫
を
放
流
し
ま

し
た
。

ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う
公
園
に

古
代
神
話
の
世
界
へ
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４
月
22
・
23
日
の
２
日
間
、
市
内
に
あ
る
足

袋
蔵
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
足
袋
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催

に
よ
る
足
袋
蔵
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
が
２
回
目
と
な
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に

は
約
６
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
ラ
リ
ー
ポ

イ
ン
ト
と
な
っ
た
蔵
元
14
カ
所
で
は
職
人
に
よ

る
足
袋
づ
く
り
が
見
学
で
き
た
り
、
ガ
ラ
ス
工

芸
品
や
も
の
つ
く
り
大
学
の
学
生
が
作
っ
た
建

物
模
型
な
ど
の
展
示
の
ほ
か
、
竹
と
ん
ぼ
や
竹

馬
と
い
っ
た
昔
の
遊
び
を
体
験
で
き
る
な
ど
、

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
昔
を
感
じ
る
足
袋
蔵

で
の
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

蔵
を
訪
ね
て
行
田
を
満
喫

４
月
26
日
、
長
野
地
区
に
あ
る
水
田
で
東
小

学
校
レ
ン
ゲ
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
子
供
た
ち
に
自
然
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、
行
田
市
農
業
団
体
連
絡
協
議
会
（
柿
沼
重

兵
衛
会
長
）
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
、
昨
年

に
引
き
続
き
今
年
で
３
回
目
。
辺
り
一
面
に
咲

く
赤
紫
の
レ
ン
ゲ
の
花
に
囲
ま
れ
て
、
東
小
学

校
の
３
年
生
76
人
の
子
供
た
ち
は
加
須
農
林
振

興
セ
ン
タ
ー
の
職
員
ら
の
指
導
で
レ
ン
ゲ
の
花

か
ん
む
り
や
首
飾
り
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。

柿
沼
会
長
は
、「
毎
年
続
け
て
開
催
し
、
子

供
た
ち
の
思
い
出
づ
く
り
の
お
手
伝
い
が
で
き

れ
ば
い
い
で
す
ね
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

辺
り
一
面
のレン

ゲ
に
囲
ま
れ
て

４
月
20
日
、
商
工
セ
ン
タ
ー
前
で
地
域
安
全

活
動
推
進
週
間
に
あ
わ
せ
た
街
頭
防
犯
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
「
み
ん
な
で
つ

く
ろ
う
安
心
の
街
」
を
合
言
葉
に
、
多
く
の
市

民
の
防
犯
意
識
の
高
揚
を
図
ろ
う
と
、
行
田
地

区
防
犯
協
会
と
行
田
警
察
署
が
主
催
し
、
日
ご

ろ
防
犯
活
動
を
行
っ
て
い
る
17
団
体
も
参
加
し

ま
し
た
。

商
工
セ
ン
タ
ー
か
ら
４
方
面
に
分
か
れ
て
行

わ
れ
た
街
頭
活
動
で
は
、
用
意
さ
れ
た
５
０
０

株
の
ペ
チ
ュ
ニ
ア
の
花
と
チ
ラ
シ
を
街
行
く
人

に
配
布
し
、
防
犯
へ
の
呼
び
か
け
を
し
ま
し
た
。

み
ん
な
の
力
で
犯
罪
ゼ
ロ
に

５
月
７
日
、
群
馬
県
安
中
市
の
碓
氷
峠
で
い

き
い
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

93
人
の
参
加
者
は
、
旧
信
越
本
線
と
ア
プ
ト

式
旧
線
を
利
用
し
た
峠
の
遊
歩
道
を
歩
き
ま
し

た
。
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ト

ン
ネ
ル
や
め
が
ね
橋
な
ど
を
通
る
コ
ー
ス
の
途

中
、
碓
氷
湖
親
水
公
園
で
は
雄
大
な
湖
を
眺
め

な
が
ら
の
昼
食
休
憩
を
挟
む
な
ど
、
鉄
道
遺
産

と
自
然
に
触
れ
な
が
ら
の
散
策
と
な
り
ま
し
た
。

近
年
、
健
康
に
良
い
と
の
こ
と
か
ら
ブ
ー
ム

に
な
っ
て
い
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
参
加
者
は
新

緑
の
峠
道
を
は
つ
ら
つ
と
楽
し
そ
う
に
歩
い
て

い
ま
し
た
。

新
緑
の
峠
道
を

は
つ
ら
つ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
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大
正
琴
は
そ
の

名
の
と
お
り
大
正

時
代
に
、
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
か
ら
ヒ

ン
ト
を
得
て
考
案

さ
れ
て
誕
生
し
ま

し
た
。
以
来
、
持

ち
運
び
に
便
利
な

こ
と
や
手
ご
ろ
な

値
段
か
ら
庶
民
に

親
し
ま
れ
て
き
た

楽
器
で
す
。

そ
ん
な
歴
史
あ
る
大
正
琴
の
音
色
を
響
か
せ
て

い
る
の
が
和
や
わ
ら
ぎの

み
な
さ
ん
で
す
。
平
成
14
年
１

月
に
発
足
し
た
同
ク
ラ
ブ
は
、
南
河
原
公
民
館
で

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
の
午
後
１
時
30
分
か
ら
３

時
30
分
ま
で
、
大
場
彩
詩
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、

11
人
の
生
徒
が
練
習
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
自
分
の
琴
を
持
っ
て
練
習
会
場
へ
入
る

と
、
練
習
開
始
前
に
自
ら
琴
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
を

行
い
、
先
生
が
来
る
の
を
待
ち
ま
す
。
チ
ュ
ー
ニ

ン
グ
作
業
は
機
械
で
行
い
ま
す
が
、
初
め
て
間
も

な
い
こ
ろ
は
う
ま
く
音
が
合
わ
な
く
て
苦
労
す
る

そ
う
で
す
。
し
か
し
、「
こ
れ
も
練
習
の
う
ち
。

人
を
頼
ら
な
い
こ
と
で
上
達
す
る
ん
で
す
」
と
先

生
は
話
し
ま
す
。
ま
た
、
２
時
間
の
練
習
で
は
、

み
ん
な
で
決
め
た
発
表
会
用
の
課
題
曲
を
、
休
憩

を
取
ら
ず
に
行
っ
て
い
る
熱
の
入
れ
よ
う
に
は
驚

か
さ
れ
ま
す
。

年
間
６
回
ほ
ど
の
発
表
会
に
参
加
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
ほ
か
老
人
施
設
へ
演
奏
に
行
く
な
ど
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
演

奏
す
る
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
は
、
目
標
を

設
定
し
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
隣
市
町
の
大
正
琴
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
も

盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
同
じ
趣
味
や
目
的
を
持

っ
た
仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
技
術
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

「
大
正
琴
は
流
行
ポ
ッ
プ
ス
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
演
奏
で
き
る

の
で
、
ど
ん
な
世
代
の
方
で
も
気
軽
に
始
め
ら
れ

る
楽
器
で
す
。
ま
た
、
み
ん
な
で
心
を
一
つ
に
し

て
合
奏
し
た
時
の
感
動
を
多
く
の
方
に
味
わ
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
」
と
先
生
が
大
正
琴
の
魅
力
を

熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
楽
し
さ
や
感

動
も
倍
に
な
る
大
正
琴
。
見
学
は
い
つ
で
も
可
能

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
哀
愁
漂
う
音
色
を
実
際
に
聞
い

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

▼
問
い
合
わ
せ

南
河
原
公
民
館
�
５
５
７
│
３
１
８
８

私
の
作
品

忍
　
　
　
丸
山
　
連
子

草
芳か

ん
ば

し
世
界
遺
産
を
待
つ
古
墳

富
士
見
町
お
お
ば
水
杜

す
い
と

竹
の
子
の
世
に
出
て
仰
ぐ
天
守
閣

佐
間
　
　
中
島
ひ
ろ
し

花
吹
雪
人
は
言
葉
を
忘
れ
け
り

南
河
原
　
若
林
　
水
翁

母
と
子
の
ふ
ら
こ
こ
同
じ
高
さ
ま
で

谷
郷
　
　
内
田
　
　
茂

釣
人
の
長
き
欠
伸

あ
く
び

や
目め

借か
り

時ど
き

下
池
守
　
萩
原
　
格
人

か
く
と

初
つ
ば
め
お
城
の
門
を
く
ぐ
り
け
り

須
加
　
　
福
島
　
伸
悦

御ご

詠
歌

え
い
か

の
お
唱と

な

え
と
ど
く
花は

な

御
堂

み
ど
う

下
忍
　
　
島
田
　
智
子

菜
の
花
の
伸
び
て
隣
家
を
遠
く
せ
り

下
忍
　
　
関
口
八
重
子

柿
若
葉
垣
潜く

ぐ

り
く
る
猫
の
道

持
田
　
　
太
田
　
保
夫

菜
の
花
の
不
揃
い
に
咲
く
堤
か
な

清
水
町
　
新
井
　
圭
三

亀
鳴
く
や
踏
ま
れ
し
邪
鬼

じ
ゃ
き

の
呻う

め

き
か
も

俳
句

広
場

このコーナーに登場していただけ

る方・団体・作品を募集しています。

行田市本丸２－５・行田市役所広報広

聴課広報広聴担当（内線３１８）まで。

大正琴「和
やわらぎ

」
～音色を楽しみ、人生を楽しむ～
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矢
場
　
　
梅
沢
　
春
江

変
る
世
を
嘆
い
て
散
る
か
城
櫻

須
加
　
　
福
田
　
富
治

子
供
等
の
で
っ
か
い
夢
を
鯉
の
ぼ
り

（
木
島
　
斗
川
　
監
修
）

家
族
の
介
護
。
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な

い
こ
の
問
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
絵
手
紙

に
つ
づ
っ
た
自
ら
の
在
宅
介
護
記
録
を
「
泣
い

て
も
い
い
よ
　
た
ま
ね
ぎ
が
心
に
し
み
た
│
私

の
在
宅
介
護
日
記
│
」
と
題
し
た
一
冊
の
本
と

し
て
ま
と
め
、
出
版
し
た
の
が
忍
に
お
住
ま
い

の
澤
田
石
さ
ん
で
す
。

脳
出
血
で
倒
れ
、
左
半
身
が
不
自
由
に
な
っ

た
義
父
の
介
護
を
始
め
た
の
は
26
歳
の
と
き
だ

っ
た
そ
う
で
す
。「
故
郷
の
青
森
を
離
れ
、
友

人
が
い
な
い
ま
ち
で
介
護
を
受
け
る
義
父
も
、

精
神
的
に
辛
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
も
介
護

す
る
だ
け
で
精
一
杯
で
、
相
談
相
手
も
無
く
、

不
安
な
毎
日
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時

に
出
会
っ
た
の
が
絵
手
紙
で
す
。
絵
手
紙
を
描

い
て
い
る
と
、
心
が
穏
や
か
に
な
る
の
が
分
か

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
手
紙
を
受
け
取
っ
て
く

れ
る
人
が
い
る
か
ら
で
す
」
と
語
る
よ
う
に
、

今
は
亡
き
義
父
の
介
護
を
し
な
が
ら
、
毎
晩
筆

を
取
り
、
絵
手
紙
の
会
の
故
望
月
則
子
会
長
に

あ
て
た
絵
手
紙
を
描
き
つ
づ
け
ま
し
た
。

あ
る
と
き
絵
手
紙
展
に
い
く
つ
か
の
介
護
記

録
を
展
示
す
る
と
、
作
品
の
前
で
涙
ぐ
む
人
や
、

「
ぜ
ひ
本
に
し
て
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
人

が
大
勢
い
た
そ
う
で
す
。「
こ
の
時
み

ん
な
同
じ
思
い
を
し
て
い
る
ん
だ
と
気

付
き
ま
し
た
。
介
護
者
が
辛
さ
を
口
に

す
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
な
ら
絵
手
紙

を
ま
と
め
て
本
に
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
し
た
が
、
家
庭
内
の
こ
と
を
公
表
す

る
の
は
か
な
り
勇
気
の
い
る
こ
と
で
し

た
。
出
版
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
家
族
が
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
お
か

げ
で
す
。
こ
の
本
の
中
か
ら
自
分
の
気
持
ち
を

代
弁
し
て
く
れ
る
絵
手
紙
を
見
つ
け
て
も
ら
え

た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
こ
の
本
に
寄
せ
る

思
い
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

在
宅
介
護
で
本
当
に
必
要
な
こ
と
は
、
介
護

す
る
人
と
さ
れ
る
人
が
気
兼
ね
の
な
い
、
風
通

し
の
い
い
関
係
で
い
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
、

間
に
入
っ
て
く
れ
る
第
三
者
の
存
在
が
必
要
と

語
る
澤
田
石
さ
ん
。
あ
ふ
れ
る
思
い
を
つ
づ
っ

た
絵
手
紙
日
記
は
４
千
日
を
超
え
、
今
も
続
い

て
い
ま
す
。

小
澤

優
美
花

ゆ

み

か

ち
ゃ
ん
（
忍
）

正
太
郎
・
弘
美
さ
ん
の
長
女

平
成
17
年
６
月
19
日
生
ま
れ

「
優
し
く
元
気
な
子
に
な
っ
て
ネ
」

福田留奈
る な

ちゃん（左）・彩奈
あ や な

ちゃん（右）（荒木）
陽・美恵子さんの長女・二女
平成１７年６月１５生まれ
「我が家の２つの宝物　　」

坂
口
　
穂
稀

ほ
ま
れ

ち
ゃ
ん
（
長
野
）

将
麗
・
由
紀
さ
ん
の
三
女

平
成
17
年
６
月
８
日
生
ま
れ

「
３
人
仲
良
く
明
る
い
子
に
！
」

久
保
田

七
葉

な
の
は

ち
ゃ
ん（
利
田
）

隆
・
佐
紀
子
さ
ん
の
長
女

平
成
17
年
６
月
17
日
生
ま
れ

「
健
康
で
明
る
い
子
に
な
っ
て
ね
」

佐
藤
　
寛
大

か
ん
た

ち
ゃ
ん
（
谷
郷
）

亮
・
紋
子
さ
ん
の
長
男

平
成
17
年
６
月
12
日
生
ま
れ

「
い
つ
も
笑
顔

心
は
寛
大
！
」

今月は、平成17年8月生まれの子を募集します。
申し込みは広報広聴課広報広聴担当（内線318）

締め切りは6月30日（金）です。
抽選会は7月3日（月）の午後1時30分市役所203会議室

介
護
す
る
人
と
さ
れ
る
人
の
た
め
に

澤
田
石
　
司
さ
ん
（
忍
・
44
歳
）

『バラのしずく』（ちぎり絵）
山川　美佐子（堤根）
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▼
日
時

７
月
５
日
（水）

午
前
９
時

〜
正
午
　
▼
場
所

市
役
所
１
０
１

会
議
室
（
１
階
）
▼
相
談
内
容

不

動
産
に
関
し
て
わ
か
ら
な
い
事
や
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
　
▼
相
談
員

（社）
埼
玉

県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
行
田
支
部

相
談
員
　
▼
問
い
合
せ

生
活
課
市

民
生
活
係
（
内
線
２
５
１
）

戦
時
中
の
擬
似
体
験
や
自
然
観
察

を
し
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
日
時

７
月
22
日
（土）

午
前
８
時

〜
午
後
４
時
　
▼
集
合

午
前
７
時

50
分
に
水
城
公
園
駐
車
場
（
市
民
体

育
館
跡
地
）
▼
見
学
場
所

埼
玉
県

平
和
資
料
館
（
東
松
山
市
）、
（財）
原

爆
の
図
丸
木
美
術
館
（
東
松
山
市
）、

埼
玉
県
自
然
学
習
セ
ン
タ
ー
（
北
本

市
）
▼
対
象

市
内
在
住
の
小
・
中

学
生
と
そ
の
家
族
　
▼
定
員

50
人

（
６
月
19
日
（月）
午
前
８
時
30
分
か
ら

申
込
受
付
開
始
）
※
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
　
▼
参
加
無
料
　
▼
持

ち
物
　
昼
食
、
雨
具
、
筆
記
用
具

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
活

課
（
内
線
２
５
１
）

▼
勤
務
場
所

市
内
発
掘
調
査
現

場
、
郷
土
博
物
館
作
業
室
　
▼
勤
務

期
間

７
月
４
日
〜
12
月
21
日
の
毎

週
火
曜
日
〜
木
曜
日
（
祝
日
お
よ
び

そ
の
翌
日
を
除
く
）

▼
勤
務
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
正
午
〜
午

後
１
時
を
除
く
）

▼
勤
務
内
容

発
掘
調
査
現
場
で
の
図
面
作
成
、
発

掘
調
査
で
出
土
し
た
土
器
な
ど
の
水

洗
い
・
注
記
・
接
合
・
拓
本
・
図
面

作
成
な
ど
　
▼
時
給

発
掘
調
査
…

８
０
０
円
、
出
土
品
整
理
…
７
５
０

円
　
▼
応
募
資
格

20
歳
〜
50
歳
の

視
力
の
良
い（
眼
鏡
使
用
可
）健
康
な

方
　
▼
募
集
人
数

若
干
名
　
▼
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

文
化
財
保

護
課
�
５
５
３
―
３
５
８
１

▼
日
時

７
月
２
日
（日）

午
前
９
時

30
分
開
場
　
午
前
10
時
開
演
　
▼
場

所

産
業
文
化
会
館
ホ
ー
ル
　
▼
内

容

行
田
市
文
化
団
体
連
合
会
に
所

属
す
る
ス
テ
ー
ジ
部
門
の
12
団
体
に

よ
る
発
表
　
▼
入
場
無
料
　
▼
問
い

合
わ
せ

と
き
め
き
レ
イ
ン
ボ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局

�
５
５
６
―
６
３
７
１

▼
日
時

７
月
８
日
（土）

午
後
６
時

開
演
　
▼
場
所

教
育
文
化
セ
ン
タ

ー
「
み
ら
い
」
ホ
ー
ル
　
▼
入
場
無

料
　
▼
そ
の
他

マ
ン
ド
リ
ン
と
ピ

ア
ノ
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
も
行
い
ま
す

▼
主
催
　
行
田
混
声
合
唱
団
と
も
し

び
▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委
員
会
、

行
田
市
合
唱
連
盟
　
▼
問
い
合
わ
せ

本
山
宅
�
５
５
６
―
２
４
１
８

▼
日
時

６
月
17
日
（土）

午
後
１
時

開
場
　
午
後
１
時
30
分
開
演
　
▼
場

所

産
業
文
化
会
館
ホ
ー
ル
　
▼
内

容

ナ
ブ
ッ
コ
序
曲
、「
魔
女
の
宅

急
便
」
よ
り
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド
レ

ー
ほ
か
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で
家
族

で
楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

▼
入
場
無
料
　
▼
後
援

行
田
市
教

育
委
員
会
　
▼
問
い
合
わ
せ

同
校

門
倉
�
５
５
６
―
６
２
９
１

家
庭
の
冷
蔵
庫
で
眠
っ
て
し
ま
い

が
ち
な
食
材
を
使
っ
て
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
講
習
日

７
月
15
日
、８
月
19
日
、

９
月
16
日
、
10
月
21
日
、
11
月
18
日
、

12
月
16
日
、
平
成
19
年
１
月
20
日
の

各
土
曜
日
（
全
７
回
）
※
ふ
れ
あ
い

福
祉
健
康
ま
つ
り
へ
の
参
加
を
予
定

し
て
い
ま
す
　
▼
時
間

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分
　
▼
場
所

総
合
福
祉
会
館
や
す
ら
ぎ
の
里
２
階

調
理
実
習
室
　
▼
対
象

単
身
老

人
、
高
齢
者
夫
婦
世
帯
、
父
子
家
庭
、

高
齢
者
を
抱
え
る
家
族
で
35
歳
以
上

の
男
性
　
▼
定
員

15
人（
先
着
順
）

▼
参
加
費

１
回
６
０
０
円
　
▼
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

６
月
19
日

（月）
か
ら
行
田
市

社
会
福
祉
協
議

会
�
５
５
７
―

５
４
０
０
　

不
動
産
無
料
相
談

夏
休
み
！
親
子
で
平
和
と

自
然
を
考
え
る
ツ
ア
ー

発
掘
調
査
お
よ
び

出
土
品
整
理
作
業
員

第
９
回
と
き
め
き

レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

行
田
混
声
合
唱
団
と
も
し
び

第
34
回
定
期
演
奏
会

進
修
館
高
校
吹
奏
楽
部

第
８
回
定
期
演
奏
会

男
の
料
理
教
室

広告
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①
浮
き
城
だ
ん
べ
踊
り
参
加
連

▼
開
催
日

７
月
30
日
（日）

※
参
加
者
に
特
典
あ
り
　
　
　

②
フ
リ
ー
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
者

▼
開
催
日

７
月
30
日
（日）

※
予
選
会
は
７
月
９
日
（日）

③
浮
き
城
バ
ザ
ー
ル
・
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
参
加
者

▼
開
催
日

７
月
29
日
（土）

④
中
央
ス
テ
ー
ジ
出
演
者

▼
開
催
日

７
月
29
日
（土）
・
30
日
（日）

⑤
ま
つ
り
連
携
事
業
参
加
者

【
講
演
会
】
▼
開
催
日

７
月
14

日
（金）

▼
場
所

商
工
セ
ン
タ
ー

４
０
３
研
修
室
　
▼
演
題

「
行

政
ビ
ジ
ネ
ス
の
ヒ
ン
ト
と
地
域
産

業
の
ま
ち
お
こ
し
」

▼
講
師

関
幸
子
さ
ん
　
▼
費
用

１
千
円
　

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】
▼
開
催
日

７
月
２
日
（日）

▼
場
所

商
工
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル
　
▼
テ
ー
マ
「
ボ

ー
ダ
レ
ス
の
街
　
ぎ
ょ
う
だ
を
つ

く
ろ
う
」

▼
申
し
込
み

①
〜
⑤
と
も
６
月
30

日
（金）
ま
で
　
▼
問
い
合
わ
せ

①
・

④
行
田
浮
き
城
ま
つ
り
実
行
委
員
会

�
０
８
０
―
１
２
３
３
―
２
１
７
７
　

②
戸
塚
�
０
９
０
―
４
６
０
２
―
９

６
３
１
　
③
大
川
宅
�
５
５
４
―
５

８
４
８
　
⑤
【
講
演
会
】
高
橋
宅
�

５
５
６
―
２
７
６
８
【
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ
Ｉ
Ｌ
ひ
こ
う
せ

ん
�
５
５
５
―
１
１
０
０

行
田
市
郷
土
博
物
館
友
の
会
で

は
、
新
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

博
物
館
友
の
会
は
、
郷
土
博
物
館
を

拠
点
に
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
と
文
化

に
触
れ
な
が
ら
、
親
睦
の
輪
を
広
げ

る
会
で
す
。
文
化
財
め
ぐ
り
、
ふ
る

さ
と
講
座
、
古
文
書
研
究
会
な
ど
の

講
習
会
、
博
物
館
事
業
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
力
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
年
会
費

２
千
円
　
▼
特
典

会

員
は
博
物
館
入
館
料
が
無
料
と
な
る

ほ
か
、
企
画
展
図
録
な
ど
の
刊
行
物

が
無
料
で
配
布
さ
れ
ま
す
。
▼
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ

郷
土
博
物
館

�
５
５
４
―
５
９
１
１

▼
日
時

６
月
15
日
〜
10
月
12
日

の
毎
週
木
曜
日
（
全
18
回
）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
　
▼
場
所

総

合
福
祉
会
館
や
す
ら
ぎ
の
里
第
３
研

修
室
▼
受
講
無
料

▼
定
員

20
人

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
６
月

１
日
（木）
か
ら
行
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
�
５
５
７
―
５
４
０
０

▼
日
時

７
月
５
日
〜
９
月
20
日
の

毎
週
水
曜
日
（
全
12
回
）
午
後
７
時

30
分
〜
９
時
30
分
　
▼
場
所

下
忍

公
民
館
　
▼
対
象

市
内
在
住
・
在

勤
の
方
、
性
別
・
年
齢
・
経
験
は
問

い
ま
せ
ん
（
経
験
者
も
可
）
▼
講
師

小
山
敦
史
さ
ん
（
Ｊ
Ｂ
Ｄ
Ｆ
公
認
指

導
員
）
▼
そ
の
他

参
加
さ
れ
る
方

は
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

小
菅
宅

�
５
５

６
―
１
５
６
６（
正
午
〜
午
後
７
時
）

▼
日
時

７
月
〜
11
月
の
最
終
木
曜

日
（
全
５
回
）
午
後
７
時
〜
８
時
30

分
　
▼
場
所

中
央
公
民
館
　
▼
内

容

合
唱
の
た
め
の
発
声
法
　
▼
講

師

青
柳
有
香
子
さ
ん
　
▼
費
用

５
０
０
円
　
▼
主
催

行
田
フ
ロ
イ

デ
合
唱
団
　
▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ

長
谷
見
宅

�
５
５
７
―
２

６
４
７
ま
た
は
中
野
宅

�
５
５
６

―
５
４
０
９
　

広告

第
13
回
市
民
祭

行
田
浮
き
城
ま
つ
り

イ
ベ
ン
ト

行
田
市
郷
土
博
物
館

友
の
会

自動車で地図上に指定した１０カ所程度のチェ
ックポイントを探し、クイズに答え、できるだけ
短い距離で完走する競技です。（走行タイムや燃費
を競うものではありません。距離の短さを競います）
皆さんのご参加をお待ちしています。
開 催 日 ７月８日（土）雨天決行
受付時間 午前７時３０分～８時
競技時間 午前９時～午後３時
集合場所 水城公園駐車場（市民体育館跡地）
参 加 費 １台２,０００円
主　　催 蓮の花めぐりカーオリエンテーリン

グ実行委員会
申し込み方法 電話で確認後、FAXにて申し込

みください　
申し込み・問い合わせ 同実行委員会（行田商工

会議所内）�５５６－４１１１
月～金曜日 午前８時３０分～午後５時

第２回蓮の花めぐりカーオリエンテーリング

手
話
奉
仕
員
養
成

講
習
会（
入
門
課
程
）

社
交
ダ
ン
ス
初
心
者

無
料
講
習
会

ボ
イ
ス

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座

「処理区域」内になったら、くみ取りトイレは３年以内に改造をお願いします。
浄化槽も早め（１年以内を目途）に廃止して排水設備を設置しましょう。

下水道一口メモ
設置義務
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▼
日
時

７
月
９
日
〜
８
月
20
日
の

毎
週
日
曜
日
（
全
７
回
）
午
前
７
時

〜
９
時
　
▼
場
所

総
合
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
　
▼
対
象

市
内
在
住
・

在
勤
の
初
心
者
　
▼
定
員
　
60
人

（
先
着
順
）
▼
費
用

３
千
円
（
保

険
料
含
む
）
▼
講
師

日
本
体
育
協

会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
　
▼
そ
の

他

貸
与
ラ
ケ
ッ
ト
多
少
有
り
、
シ

ュ
ー
ズ
は
個
人
で
用
意
　
▼
主
催

行
田
市
テ
ニ
ス
協
会
　
▼
申
し
込
み

６
月
17
日
（土）
・
18
日
（日）

午
後
５
時

〜
７
時
に
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
２
階

会
議
室
　
▼
問
い
合
わ
せ

同
協
会

普
及
委
員
遠
藤

�
０
９
０
―
７
８

１
４
―
８
３
２
７

▼
日
時
【
第
１
回
】
７
月
27
日
（木）

【
第
２
回
】
８
月
３
日
（木）
両
日
と
も

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　
▼
場
所

埼
玉
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
（
大
里

郡
江
南
町
板
井
１
２
３
番
地
）
▼
対

象

県
内
在
住
の
小
学
４
年
生
か
ら

６
年
生
と
そ
の
保
護
者
　
▼
定
員

両
日
と
も
10
組
（
先
着
順
）
▼
内
容

①
子
犬
の
給
餌
、
子
犬
の
シ
ャ
ン
プ

ー
体
験
　
②
犬
に
つ
い
て
の
話
（
習

性
、
飼
い
方
な
ど
）
③
寄
生
虫
検
査

実
習
、
犬
の
心
音
聴
取
　
④
犬
の
し

つ
け
方
体
験
　
▼
費
用
無
料
　
▼
申

し
込
み

７
月
14
日
（金）
ま
で
に
電
話

で
同
セ
ン
タ
ー
へ
�
５
３
６
―
２
４

６
５
　

広告

早
朝
テ
ニ
ス
教
室

夏
休
み

親
子
犬
の
飼
い
方
教
室

行養ボランティア養成講座

回 日時

７月２２日（土）
午前８時４５分～正午

開講式　講話�「障害っ
て何だろう？」

行田
養護学校

活動内容 場所

１

７月２９日（土）
午後１時～８時

行養「夏まつり」ボラン
ティア　
知的障害児・者との交流

行田
養護学校

２

９月９日（土）
午前１０時～午後３時

施設実習（生活支援）
知的障害児・者との交流

共愛学園
（羽生市砂山２１０）

３

１０月２８日（土）
午前９時～午後３時

「行養まつり」（文化祭）
ボランティア
知的障害児・者との交流

行田
養護学校

４

１１月１１日（土）
午前８時４５分～正午

講話�「ボランティアに
ついて」 閉講式

行田
養護学校

５

対象 高校生以上　 定員 １５人　 参加費

３００円（ボランティア保険料） 主催 埼玉県立

行田養護学校　 協力 行田市社会福祉協議会　

その他 ４回以上の出席者には修了証を授与いたし

ます。詳しくは、公民館などに置いてある「ボラン

ティア養成講座実施要項」をご覧ください。 申し

込み・問い合わせ ７月１４日（金）までに県立行

田養護学校へ�５５４－３３０２ FAX５５０－１０５５

▼
変
更
期
間

６
月
17
日
（土）
〜
８
月

13
日
（日）
※
期
間
中
の
休
館
日
は
あ
り

ま
せ
ん
。
▼
開
館
時
間

午
前
７
時

〜
午
後
４
時
30
分
（
入
館
受
付
は
午

後
４
時
ま
で
）
▼
そ
の
他

同
期
間

は
、
午
前
５
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

駐
車
場
が
有
料
と
な
り
ま
す
。
古
代

蓮
の
里
売
店
に
つ
い
て
は
、
同
期
間

中
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

無
休
で
営
業
し
、
古
代
蓮
う
ど
ん
店

に
つ
い
て
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
後

１
時
ま
で
営
業
し
ま
す
。

▼
開
設
期
間

７
月
８
日
（土）
・
９
日
（日）

15
日
（土）
〜
８
月
31
日
（木）

計
50
日
間

※
７
月
10
日
（月）
〜
14
日
（金）
は
休
み

※
天
候
な
ど
の
状
況
に
よ
り
変
更
あ

り
　
▼
開
設
時
間

午
前
９
時
30
分

〜
午
後
５
時
30
分
　
▼
利
用
料
金

一
般
・
学
生
（
高
校
生
以
上
）
７
０
０

円
、
児
童
・
生
徒
（
３
歳
〜
中
学
生
）

２
０
０
円
、
幼
児
（
３
歳
未
満
）
無

料
　
※
障
害
者
減
額
制
度
あ
り
　

▼
日
時

７
月
15
日
・
22
日
・
29

日
、
８
月
５
日
・
19
日
・
26
日
の
各

土
曜
日
（
計
６
回
）
午
前
９
時
30
分

〜
10
時
30
分
　
▼
場
所

市
民
プ
ー

ル
（
本
丸
３
―
５
）
▼
内
容

親
子

２
人
１
組
で
水
に
慣
れ
親
し
む
た
め

の
水
中
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び

水
泳
基
礎
指
導
　
▼
対
象

３
〜
５

歳
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者
２
人
１
組

▼
定
員

20
組
（
先
着
順
）
▼
参
加

費

１
組
９
０
０
円
　
▼
申
し
込
み

６
月
17
日
（土）
午
前
９
時
か
ら
市
民
プ

ー
ル
窓
口
に
て
受
け
付
け

行田市産業・文化・ 
スポーツいきいき財団 

（財） 

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館  グリーンアリーナ 

申し込み・問い合わせ 

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

古
代
蓮
会
館
の
開
館

時
間
を
変
更
し
ま
す

総
合
公
園

プ
ー
ル
の
開
設

親
子
ア
ク
ア
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
教
室

行田市の人口と世帯　　　　人口８８,５８９人　男４４,１１４人　女４４,４７５人　世帯数３１,６４１世帯
（平成１８年５月１日現在） ４月中の異動　出生６５人　転入等３０２人　死亡５５人　転出等２５８人
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広告

▼
日
程

７
月
５
日
（水）
〜
31
日
（月）
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
入
場
は

午
後
４
時
ま
で
）
▼
場
所

産
業
文

化
会
館
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
▼
内

容
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

で
第
56
回
埼
玉
県
美
術
展
覧
会
の
入

選
者
お
よ
び
委
嘱
者
、
招
待
者
、
審

査
員
の
作
品
展
示

▼
日
時

７
月
８
日
（土）
〜
平
成
19
年

３
月
11
日
（日）
（
全
18
回
コ
ー
ス
）
午

前
９
時
30
分
〜
正
午
　
▼
場
所

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
ほ

か
　
▼
内
容

日
本
舞
踊
・
邦
楽
器

の
講
義
お
よ
び
実
技
指
導
　
▼
対
象

市
内
小
中
学
生
・
園
児
（
年
長
組
の

み
可
）
▼
定
員

30
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

５
０
０
円
（
保
険
料
）

▼
そ
の
他

貸
出
着
物
あ
り
（
た
だ

し
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
は
個
人
負
担
）

▼
申
し
込
み
　
６
月
17
日
（土）
午
前
９

時
か
ら
同
館
窓
口
に
て
受
け
付
け

▼
日
時

７
月
６
日
（木）
・
13
日
（木）

午
後
７
時
〜
９
時
（
全
２
回
）
▼
場

所

産
業
文
化
会
館
Ｂ
１
創
作
室

▼
対
象

女
性
　
▼
定
員

20
人

（
先
着
順
）
▼
内
容

浴
衣
の
着
付

け
、
半
幅
帯
の
結
び
方
　
▼
参
加
費

１
千
円
（
保
険
料
含
む
）
▼
申
し
込

み
　
６
月
17
日
（土）
午
前
９
時
か
ら
同

館
窓
口
に
て
受
け
付
け
（
電
話
で
の

受
け
付
け
は
翌
日
か
ら
）

▼
日
時

８
月
22
日
（火）
【
１
回
目
】

午
後
１
時
開
演
【
２
回
目
】
午
後
４

時
開
演
　
▼
場
所

産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル
　
▼
出
演

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー

ド
国
立
舞
台
サ
ー
カ
ス
　
▼
入
場
料

全
席
指
定
２
千
５
０
０
円
　
▼
チ
ケ

ッ
ト
取
り
扱
い

産
業
文
化
会
館
ほ

か
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
て
発
売
中

家
族
み
ん
な
の
夏
の
思
い
出
に
、

大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
で
デ
ィ
ズ
ニ
ー

映
画
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

７
月
15
日
（土）
【
１
回
目
】

午
前
10
時
30
分
〜
【
２
回
目
】
午
後

２
時
〜
　
▼
場
所

商
工
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
　
▼
入
場
無
料
　
▼
定
員

各
回
２
０
０
人
　
▼
申
し
込
み

６

月
18
日
（日）
午
前
９
時
か
ら
商
工
セ
ン

タ
ー
２
階
窓
口
に
て
整
理
券
を
配
布

第
56
回
　

県
展
入
選
作
品
展

さ
ん
ぶ
ん
浴
衣

着
付
け
教
室

い
き
い
き
財
団
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

「
チ
キ
ン
・
リ
ト
ル

日
本
語
吹
替
版
」
上
映
会

日
本
舞
踊

邦
楽
子
ど
も
教
室

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド

国
立
舞
台
サ
ー
カ
ス

職　種 勤務時間

①監視リーダー

午前９時
～午後５時３０分
または
午後６時３０分

～９時　　

採用人数

若干名（２０歳以上の方）

「救急法救急員」など　

の有資格者もしくは

監視員経験者優遇

時　給

８５０円

～

９００円

採用期間

７月中旬

～

９月上旬

②一般監視員

午前９時４５分
～午後５時１５分
または
午後６時３０分

～９時　　

２５人程度

（高校生以上の方）
７００円

７月中旬

～

８月末日

申し込み・問い合わせ

市民プールで配布している専用
申込用紙（いきいき財団ホーム
ページからダウンロード可）と履
歴書（写真貼付）を添えて市民プ
ール窓口へ提出してください。
６月１７日（土）から受け付け
を開始します。
市民プール（本丸３-５）
�５５５－２４５５
http://www.ikiiki-
zaidan.or.jp/index.html

「夏期限定」市民プール監視員募集

勤務地および職種

体育施設管理スタッフ募集

①グリーンアリーナ

トレーニング指導

および施設管理

時給

１,０００円

申し込み・
問い合わせ

履歴書（写真貼付）に

希望職種を明記の上、

６月２５日（日）まで

にｸﾞﾘｰﾝｱﾘｰﾅ窓口へ提

出してください。

ｸﾞﾘｰﾝｱﾘｰﾅ（和田１２４２）

�５５３－３３７７

勤務時間
（各業務それぞれ下記の時間を勤務割表に基づき交代勤務）

月～日曜日 午前８時３０分～午後５時

または午後１時～９時３０分

（休日含む）（週５日程度のローテーション勤務）

※社会保険加入

採用人数および対象

若干名

（トレーナー経験のある

方またはトレーニング

経験豊富な方）

②市民プール

窓口受付および

施設管理

７５０円

（試用期間

７００円）

月～金曜日 正午～午後５時３０分

土日祝日 午前８時３０分～午後５時３０分

（週３日程度のローテーション勤務）

1人

（１８～４０歳の方）

市県民税・・・・・・１期　　納期限・・・６月３０日（金）今月の納税



■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
問い合わせは、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。

■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅に届けています。
ご希望の方は、広報広聴課広報
広聴担当（内線318）までご連絡
ください。

環境にやさしい大豆油インキ

■発行日／ 平成18年6月1日

■発　行／ 行田市役所　〒３６１－８６０１行田市本丸2番5号
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iモード http://www.city.gyoda.lg.jp/i/

■編　集／ 総合政策部広報広聴課

新じゃがの梅しそ和
あ

え

栄養成分（1人分）
エネルギー81kcal たんぱく質1.8g 脂質0.1g 炭水化物18.9g
カリウム467mg ビタミンＣ35mg 塩分2.2g

加須保健所管内行田分室地域活動栄養士会

…新じゃがいもを楽しもう…

ぎょうだ 

忍
藩
の
法
度
と
条
目

147

作り方
①じゃがいもは、たわしなどで水洗いしながら皮をむく。
②調理器具のスライサーを使い薄く切り、平らにならし細かい千切りに
する。
③沸騰した湯で30秒くらいゆで、冷水に取り、ざるにあける。
④梅干の種を除き、きざんだ青しそと一緒に細かくたたき、じゃがいも
と和える。

材料（2人分）
新じゃがいも…中2個　青しそ…5枚　梅干…2個

私
た
ち
の
生
活
は
憲
法
か
ら
自
治
体
の
条
例
に

至
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
法
令
や
規
則
の
も
と
で
営

ま
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
で
も
武
家
諸
法
度
か

ら
村
の
掟
お
き
て

に
至
る
ま
で
数
多
く
の
法
令
が
あ
り
、

対
象
と
す
る
身
分
や
階
層
は
異
な
る
も
の
の
、
大

名
か
ら
農
民
ま
で
そ
の
遵
守
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

近
世
の
法
令
に
は
大
き
く
分
け
て
領
内
統
治
な

ど
の
た
め
に
幕
府
や
藩
が
作
成
し
た
法
度
や
条
目

な
ど
と
、
村
や
町
な
ど
が
そ
の
活
動
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
作
成
し
た
村む
ら

掟お
き
て

や
村
議
定
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
領
内
統
治
を
目
的
と
し
た
法
度
や
条
目

は
藩
か
ら
名
主
に
伝
え
ら
れ
、
名
主
は
村
人
に
読

み
聞
か
せ
た
り
、
写
を

作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、

高
札
で
掲
げ
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
下

池
守
村
名
主
棚
沢
家
に

残
さ
れ
た
貞
享
５
年

（
１
６
８
８
）
４
月
の

「
御
条
目
写
」
は
公
儀
法

度
の
遵
守
、
キ
リ
シ
タ

ン
改
め
、
身
元
不
明
者

の
村
内
立
入
禁
止
、
火

の
用
心
、
博
打
・
賭
け

事
の
禁
止
、
田
畑
永
代
売
買
の
禁
止
、
宗
門
改
の

徹
底
な
ど
が
35
カ
条
に
わ
た
り
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
里
村
名
主
加
藤
家
文
書
の
「
御
法
度
書
」
は
元

禄
17
年
（
１
７
０
４
）
２
月
に
出
さ
れ
た
幕
府
の

法
度
が
忍
藩
か
ら
村
人
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、

内
容
は
百
姓
・
町
人
の
衣
類
、
婚
礼
・
法
事
・
祭

礼
の
簡
素
化
を
は
じ
め
、
生
活
全
般
に
わ
た
り

奢
侈
し
ゃ
し

を
禁
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
生
類
あ
わ
れ
み

の
志
い
よ
い
よ
存
じ
入
り
…
」
と
あ
る
よ
う
に
、

有
名
な
「
生
類
憐
れ
み
の
令
」
も
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
最
後
に
村
人
か
ら
確
認
の
証
文
を
取
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、
中
里
村
百
姓
47
人
の
署
名
と

印
判
が
押
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
確
実
に
村
中
に

伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

法
令
の
遵
守
と
貫
徹
は
領
内

統
治
の
基
本
で
あ
り
、
こ
れ
に

加
え
て
五
人
組
制
度
や
宗
門
改

な
ど
村
の
末
端
ま
で
行
き
届
い

た
支
配
機
構
の
構
築
に
よ
り
、

広
大
な
藩
領
を
カ
バ
ー
す
る
藩

政
運
営
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の

で
す
。

（
郷
土
博
物
館
　
鈴
木
紀
三
雄
）

御法度書 元禄17年（1704年）

馬に付ける鈴に似ているため「馬
ば

鈴
れい

薯
しょ

」とも呼ばれるじゃがいも。ほか
の野菜と比べて、ビタミンＣは加熱しても壊れにくいのが特徴です。また、
カリウムも多く含んでおり、塩分の主要素であるナトリウムの排出を促し
ますから、高血圧予防にもなります。普通、じゃがいもは完全に火を通し
てから食べますが、水分の多い新じゃがならではの生に近い食感をお楽し
みください。梅しそ風味のさっぱりとした一品です。


